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マニュアルの見方

マークの意味

安全に関するマーク
マニュアルでは、お客様や他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止するために、危険を伴う操作や取り扱
いを次の記号で警告表示しています。内容をご理解の上
で本文をお読みください。

この表示を無視して誤った取り扱い
をすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示してい
ます。

この表示を無視して誤った取り扱い
をすると、人が傷害を負う可能性およ
び財産の損害の可能性が想定される
内容を示しています。

一般情報に関する表示

K 必ず守っていただきたい内容を記載
しています。この内容を無視して
誤った取り扱いをすると、製品の故障
や、動作不良の原因になる可能性があ
ります。

L 補足説明や参考情報を記載していま
す。

U 関連する内容の参照先を示していま
す。

［プリンター設定］ 操作パネルやコンピューターの画面
に表示される文字列は[ ]で囲んで示
します。

【Z】ボタン 操作パネルのボタン名称を示してい
ます。

掲載画面
・本書に掲載している画面は実際の画面と若干異なるこ
とがあります。

・本書に掲載されているWindowsの画面は、特に指定が
ない限りWindows 10の画面を使用しています。

掲載イラスト
本書では、特に記載がない限り SC-V1050のイラストを掲
載しています。
掲載しているイラストが、お使いの機種と若干異なるこ
とがございます。ご了承ください。

OSの表記

Windows
本書では、以下の OS（オペレーティングシステム）をそ
れぞれ「Windows 11」「Windows 10」「Windows 8.1」
と表記しています。また、これらの総称として
「Windows」を使用しています。

・Microsoft® Windows® 11 operating system日本語版

・Microsoft® Windows® 10 operating system日本語版

・Microsoft® Windows® 8.1 operating system日本語版

Mac OS
本書では、OS X Mavericksを「Mac OS X 10.9.x」と表記
しています。また、Mac OS X 10.9.5以降の総称として
「Mac OS」を使用しています。

マニュアルの構成
本製品のマニュアルは、以下の構成で提供しています。
PDF マニュアルは、Adobe Reader やプレビュー（Mac
OS）などでご覧ください。

セットアップガイド
（冊子）

本機を箱から取り出した以降か
ら、本機を使用可能にするまでの
作業を説明しています。作業を
安全に行うために、必ずご覧くだ
さい。

オンラインマニュアル

ユーザーズガイド
（本書)

本機の使い方を説明していま
す。

Epson Video
Manuals（動画)

メンテナンスの方法などを動画
でご覧になれます。

点字印刷ガイド 本機で点字を印刷する方法を説
明しています。

UV Transfer Film 取
扱説明書

エプソン製 UV Transfer Filmの使
い方を説明しています。

マニュアルの見方
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動画マニュアルの見方
動画マニュアルは YouTubeにアップしています。
オンラインマニュアルのトップページから［Epson Video
Manuals（動画）］をクリックするか、以下の青字の部分
をクリックしてご覧いただけます。
動画マニュアル

なお、動画再生時に字幕が表示されないときは、字幕ア
イコン（下図の囲み部）をクリックしてください。

PDFマニュアルの見方
Adobe Acrobat Readerで PDFマニュアルを見る際の基本
的な操作を Adobe Acrobat Reader DCで表示したときを
例に説明します。

A PDFマニュアルを印刷するときにクリックします。

B クリックするたびに、しおりを閉じたり表示したり
します。

C タイトルをクリックすると該当のページが表示され
ます。
［＋］をクリックすると、下の階層のタイトルが表
示されます。

D 参照先が青字で記載されているときは、青字の部分
をクリックすると該当のページが表示されます。
元のページに戻るときは、以下のように行います。
Windowsの場合
Altキーを押したまま キーを押します。
Mac OSの場合
commandキーを押したまま キーを押します。

E 確認したい項目名などキーワードを入力して検索が
できます。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示さ
れたメニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツー
ルバーが表示されます。
Mac OSの場合
［編集］メニューで［簡易検索］を選択すると、検
索ツールバーが表示されます。

F 表示中の文字が小さくて見えにくいときは をク
リックすると拡大します。 をクリックすると縮
小します。イラストや画面図など拡大する部分を指
定するには、以下のように行います。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示さ
れたメニューで［マーキーズーム］を選択します。
ポインターが虫眼鏡に変わりますので拡大したい箇
所を範囲指定します。
Mac OSの場合
［表示］メニュー -［ズーム］-［マーキーズーム］
の順にクリックすると、ポインターが虫眼鏡に変わ
ります。そのまま虫眼鏡のポインターで拡大したい
箇所を範囲指定します。

G 前ページ/次ページを表示します。

マニュアルの見方
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ご使用の前に

各部の名称と働き

正面・背面

A プリンターカバー
メディアをセットするときや消耗品の交換・清掃時に
開けます。
通常は必ず閉めた状態でお使いください。

D 操作パネル
U「操作パネル」11ページ

B インクパックカバー
インクパックのかくはんや交換時に開けます。
U「インクパックの定期かくはん」72ページ
U「インクパックの交換」69ページ

E 電源コネクター
本機に付属の電源コードを差し込みます。

C メンテナンスカバー
ワイパーユニット交換時に開けます。
U「ワイパーユニットの交換」70ページ

F LANポート
LANケーブルを接続します。LANケーブルは、シール
ドツイストペアケーブル（カテゴリー 5e以上）を使用
してください。

ご使用の前に
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G USBポート
USBケーブルを接続します。

I ステータスランプ
ネットワークの通信速度が色で示されます。

赤色 ： 100Base-TX

緑色 ： 1000Base-T

H データランプ
ネットワークの接続状態またはデータの受信状態が点
灯/点滅で示されます。

点灯 ： 接続状態です。

点滅 ： 接続状態です。データ受信中です。

ご使用の前に
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内部
以下の各部位が汚れると、良好な印刷結果が得られません。各項目に記載の参照ページをご覧になり、定期的に清掃や交
換をしてください。

A プリントヘッド
左右に移動しながらインクを吐出して印刷します。
プリントヘッドは絶対に手で動かさないでください。
［プリントヘッドのクリーニング］をしても印刷面が
汚れるときは、清掃してください。
U「プリントヘッド周辺の清掃」65ページ

B UVランプ
印刷中に UV光を照射し、インクを硬化させます。ラ
ンプ表面の UVランプカバーにインクが付着するとイ
ンクが硬化されにくくなるので、1カ月に 1回、付属
のスクレーパーを使用して清掃してください。
U「UVランプカバーの清掃」67ページ

ご使用の前に
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C テーブル
メディアをセットします。
U「メディアをテーブルにセットする」54ページ

G ワイパーユニット
プリントヘッドのノズルに付いたインクを拭き取りま
す。ワイパーユニットは消耗品です。メッセージが表
示されたら交換してください。
U「ワイパーユニットの交換」70ページ

D インクパックトレイ
ラベルで示すインクパックを装着して本機にセットし
ます。
全てのインクパックトレイを本機にセットしてくださ
い。

H エアフィルター
UV インクから出る臭いを脱臭します。エアフィル
ターは消耗品です。臭いが気になるようになったら交
換してください。交換の目安は 6カ月です。エアフィ
ルターは手前側と奥側にあります。2つとも交換して
ください。
U「エアフィルターの交換」71ページ

E 吸着穴
吸着穴から空気を吸い込みメディアを吸着します。
吸着するときは吸着穴を全て覆っている必要がありま
す。

F ガントリー
プリントヘッドを本機の奥側から手前側に移動させま
す。

K
ガントリーの天板部分に荷重をかけないでください。
天板が曲がったり破損したりすると正常に印刷ができ
なくなります。

ご使用の前に
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操作パネル

A 【P】ボタン（電源ボタン）
本機の電源を入れたり、切ったりします。
ボタンの外周がランプになっており、本機の動作状態が点灯/点滅で示されます。

点灯 ： 電源が入っています。

点滅 ： データ受信中または本機の電源を切るなどの処理中です。

消灯 ： 電源が入っていません。

B ボタン（ホーム）
メニュー表示中に押すと、ホーム画面に戻ります。

C アラートランプ
エラーが発生すると点灯/点滅します。

点灯/点滅 ： エラーが生じています。点灯か点滅かは、エラーの内容によって異なります。
エラーの内容は操作パネルの画面で確認できます。

消灯 ： 問題ありません。

D 画面
本機の状態やメニュー、エラーメッセージなどを表示するタッチパネルです。画面に表示されたメニュー項目や選
択肢を指で軽く押して（タップして）選択したり、押したまま指を動かして画面をスクロールしたりできます。
U「画面の見方と操作」12ページ

ご使用の前に
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画面の見方と操作

操作パネル使用時のご注意
・パネルは指でタッチしてください。指で触れたときのみ動作します。

・指以外で操作したとき、濡れた指や手袋をした手で操作したとき、パネル上に保護シートやシールが貼られた状態で操
作したときは、動作しないことがあります。

・ボールペンやシャープペンシルなどの先のとがったもので操作しないでください。パネルを傷付けるおそれがありま
す。

・パネルが汚れたら柔らかい布でから拭きしてください。汚れがひどいときは、中性洗剤を薄めた溶液に柔らかい布を浸
し、よく絞ってから汚れを拭き取り、その後乾いた柔らかい布で拭いてください。シンナー、ベンジン、アルコールな
どの揮発性薬品は使わないでください。パネルの表面を傷めることがあります。

・急激に温度、湿度が変化する環境で使用しないでください。パネル内部に結露が発生し、性能が劣化する原因になりま
す。

・画面の一部に点灯しない画素や常時点灯する画素が存在する場合があります。また液晶の特性上、明るさにムラが生じ
ることがありますが、故障ではありません。

・メンテナンス時、インクで画面が汚れるおそれがあるため、インクが付着したままの手袋で画面を操作しないでくださ
い。
画面が汚れたときは水に柔らかい布を浸し、よく絞ってから拭いてください。

画面の見方
ホーム画面、印刷ジョブ受信時、印刷中の 3つの状態を説明します。

ホーム画面
本機の状態を確認したり、設定を行ったりできます。

A （メニュー）
設定メニューが表示されます。
U「操作パネルのメニュー」80ページ

ご使用の前に
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B 状態表示エリア
本機の状態や消耗品の交換時期などのお知らせが表示されます。本エリアには最新のお知らせのみが表示されま
す。エラーや警告が複数件発生しているときには、Iの （プリンター状態）を押すと全てのお知らせを確認
できます。

C メディア情報
現在選択中のメディア設定番号と名称が表示されます。本エリアを押すと登録メディア管理で登録したメディアを
選択できます。

D 消耗品の状態
インクパック、ワイパーユニットの状態が次のように表示されます。本エリアを押すと、消耗品の型番などを確認
できる詳細画面が表示されます。

インクパックの状態
インクの残量の目安が表示されます。残量が少なくなるとバーが低くなります。バーの下のアルファベッ
トはインク色の略号です。略号とインク色の対応は以下の通りです。

BK ： ブラック

Y ： イエロー

M ： マゼンタ

C ： シアン

WH ： ホワイト

Vr ： バーニッシュ

インクパックの状態に応じてアイコンが表示されます。アイコンの意味は以下の通りです。

： インクが残り少ないため、新しいインクパックの準備が必要です。

： インクのかくはん時期です。インクパックをかくはんしてください。
U「インクパックの定期かくはん」72ページ

ワイパーユニットの状態
ワイパーユニットの残量の目安が表示されます。ワイパーユニットの残量が少なくなるとバーが低くなり
ます。
アイコンが表示されたら新しいワイパーユニットの準備が必要です。

E 時刻
現在の時刻が表示されます。

F 保守クリーニングの実施時期予告
保守クリーニングまでの残り時間が表示されます。
保守クリーニングは以下の 2種類があります。

・定期かくはん：ホワイトインクの沈降回復をするためのクリーニングです

・硬化予防：ノズル硬化の予防をするためのクリーニングです
本エリアを押すと、事前にクリーニングを実施できる画面が表示されます。保守クリーニングの実施時期が迫って
いるときは、事前にクリーニングを実施すると作業が中断されず効果的です。

G メディアギャップ
メディアとプリントヘッドの間隔が表示されます。
本エリアを押すと、［メディアギャップ］の設定画面が表示されます。メディアギャップは 1.2 mmでの使用をお勧
めします。メディアギャップが広くなるとプリントヘッドのノズルの目詰まり、機内汚れの原因になります。
U「手動設定の操作（新規にメディア高さを設定する）」58ページ

H メディア高さ

ご使用の前に
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現在選択中のメディアの高さが表示されます。
本エリアを押すと、メディアの高さを［自動］で取得するか、［手動］で入力するかを設定できます。［自動］の
ときは、印刷時にメディアの高さを自動で測定します。
U「メディア高さ設定の種類と概要」52ページ

I （プリンター状態）
消耗品の残量が少ないなどのお知らせがあるときは、 のようにアイコンの右上に が表示されます。本ボタ
ンを押して表示される画面で［メッセージ一覧］を押すと、対処が必要なお知らせの一覧画面が表示されます。一
覧画面で各項目を押すと、対処方法や詳細情報を確認できます。内容に応じて対処したものは、一覧から消去され
ます。

J （マニュアルへのリンク）
オンラインマニュアルに直接アクセス可能な QRコードが表示されます。

K （画面消灯）
このボタンを押すと操作パネルの画面が消灯します。スリープ移行時間設定で設定した時間よりも早く画面を消灯
させたいときに押します。
スリープモードより消費電力は高くなりますが、復帰は早く、待機時よりは消費電力が抑えられます。
以下の動作を行うと、画面が点灯します。

・操作パネルの画面をタッチする

・ （ホーム）ボタンを押す

・印刷データを受信する

L （プリンターのお手入れ）
画面にプリンターのお手入れメニューが表示され、プリントヘッドのメンテナンスや消耗品の交換などが行えま
す。

M （ネットワーク接続状態・ネットワーク設定）
ネットワークの接続状態を以下の通りアイコンで示します。本エリアを押すと、ネットワークの接続状態の切り替
えができます。
U「ネットワークの接続方法の変更」31ページ

： 有線 LAN非接続、有線 LAN/無線 LAN未設定

： 有線 LAN接続中

： 無線 LAN（Wi-Fi）が無効に設定されている

： SSID検索中、IPアドレス未設定、電波強度が 0または悪い

： 無線 LAN（Wi-Fi）接続中
線の数は電波の状態を示します。線の数が多いほど、電波の状態は良好です。

： Wi-Fi Direct（シンプル AP）接続無効

： Wi-Fi Direct（シンプル AP）接続有効

N / （メディアの吸着）
印刷時にメディアがテーブルからずれないよう空気で吸引します。薄いメディアをテーブルにセットしたときに使
用します。
吸着の状態によってアイコンが以下のように切り替わります。

： 吸着オンの状態。この状態のときに押すと、吸着がオフになります。

： 吸着オフの状態。この状態のときに押すと、吸着がオンになります。

U「メディアをテーブルにセットする」54ページ

O （内部照明）

ご使用の前に
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内部照明の点灯、消灯を切り替えます。内部照明がついているときに、このボタンを押すと消灯します。消えてい
るときに押すと点灯します。本機の動作状態によっては点灯操作をしても点灯しないことがあります。

印刷ジョブ受信時
本機に印刷ジョブが送信されると、以下の画面が表示されます。他の画面と異なる部分のみ説明します。

A （スタート）
本エリアを押すと印刷が開始されます。

B （キャンセル）
本エリアを押すとジョブキャンセル確認画面が表示されます。［はい］を選択して［OK］ を押すと処理中の印刷を
キャンセルできます。

印刷中
印刷を開始すると、以下の画面に切り替わります。他の画面と異なる部分のみ説明します。

A 状態表示エリア

ご使用の前に
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・プログレスバー：エリアの左端から右端に向かって徐々に色が変わり、印刷の進捗状態が表示されます。多層印刷
のときは、1層ごとに印刷の進捗状態が表示されます。

・層数の表示：「現在印刷中の層番号」／「印刷ジョブの総層数」を表示しますので、作業の見通しが立てやすくな
ります。
プリントヘッドや UVランプの照射の仕様などにより、「印刷ジョブの総層数」が Epson Edge Print PROの設定と
一致しない場合があります。

・ファイル名：最大 2行表示されます。

B 設定/状態確認エリア
現在印刷中のジョブと本機の設定内容が表示されます。印刷中に設定変更はできません。

C （ポーズ）
印刷ジョブ受信時の画面に表示される と同じ働きをします。

操作方法
ホーム画面・ジョブ受信時・印刷中の画面では、グレーのタイル状のエリアが操作エリアです。押すと画面が遷移したり
設定値が変わったりします。黒地のエリアは表示エリアです。押しても反応しません。

操作エリアは、押して操作します。以下のようにスクロールバーが表示されているときは指を上下に動かして（スライ
ド）画面をスクロールできます。スクロールはスクロールバー上下のアイコンを押して行うこともできます。

メッセージの画面などに［操作方法を見る］ボタンがあるときは、このボタンを押して操作手順のガイドを確認できま
す。

ご使用の前に
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使用・保管時のご注意

設置に適した台・場所

設置に適した台
本機に使用する台は以下の条件を満たすものを使用して
ください。

・本機の底面にあるゴム足の間隔より大きいもの

・高さ 600～800 mm、奥行き 700 mm以上

・100 kg以上の荷重に耐えてぐらつかないもの

・天板に凹凸やゆがみのない水平なもの
設置時は天板と本機の間にものを置かず、天板がたわん
でいないことを確認してください。
天板に凹凸、不要なもの、たわみがあると、以下のよう
に本機の不具合の原因となるおそれがあります。

・底面の通風口が塞がれ正常に通風されない。

・ゴム足以外の箇所に荷重がかかりプリンターカ
バーが正常に閉まらない、またはプリンターカ
バーの開閉が正常に検出されない。

設置に適した場所
本機は、以下のような場所に設置してください。

・図のようなスペースが確保できる水平で振動が伝わら
ない安定した場所

・専用の電源コンセントが確保できる場所

・換気設備のある場所（推奨）
本機は換気設備のある場所で使用してください。
UVインクから独特な臭気のある揮発成分が発生するた
めです。使用状況によっては揮発成分に UVインクの
成分が含まれている可能性があります。

・温度・湿度など使用に適した環境条件は仕様一覧をご覧
ください。
U「仕様一覧」110ページ

使用時のご注意
本機を使用する際は、故障や誤動作、印刷品質低下の原
因となりますので、以下の点に注意してください。
ホワイトインクは本項目以外にも注意事項があります。
以下をご覧ください。
U「ホワイトインク取り扱い上のご注意」20ページ

・本機で使用する UV インクは太陽光や蛍光灯の光に
よって硬化します。直射日光が当たる場所で使用しな
いでください。プリントヘッドのノズルの目詰まりが
発生することがあります。

・「仕様一覧」に記載の温度・湿度範囲を守って使用して
ください。
U「仕様一覧」110ページ
乾燥する地域やエアコンが稼働している環境で使用す
るときは、乾燥に注意して条件範囲内の湿度を保つよう
にしてください。

・送風機やエアコンなどの風が直接当たる場所、熱源のあ
る場所での使用は避けてください。プリントヘッドの
ノズルが乾燥し目詰まりが発生することがあります。

ご使用の前に
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・エラーが起こったまま電源を切るとプリントヘッドの
ノズルの目詰まりが発生することがあります。この場
合は、再度電源を入れてください。しばらくすると、自
動的にメンテナンスが実施されます。

・本機の電源が入っている状態で、電源プラグをコンセン
トから抜いたり、ブレーカーを落としたりしないでくだ
さい。インクやワイパーユニットが消費されたり、プリ
ントヘッドのノズルの目詰まりが発生したりすること
があります。プリントヘッドのノズルの目詰まりが発
生するときは、再度電源を入れてください。しばらくす
ると、自動的にメンテナンスが実施されます。

・メンテナンス中のまま、電源プラグをコンセントから抜
いたり、ブレーカーを落としたりしないでください。イ
ンクやワイパーユニットが消費されたり、プリントヘッ
ドのノズルの目詰まりが発生したりすることがありま
す。プリントヘッドのノズルの目詰まりが発生すると
きは、再度電源を入れてください。しばらくすると、自
動的にメンテナンスが実施されます。

・プリントヘッドを良好な状態に保つため、印刷時以外に
もプリントヘッドのクリーニングなどのメンテナンス
動作でインクやワイパーユニットが消費されます。

・本機が動作中はインクパックを抜かないでください。
故障の原因になります。

・使用頻度や推奨時期に応じて清掃や消耗品交換などの
メンテナンスが必要です。メンテナンスを怠ると印刷
品質劣化の原因になります。
U「メンテナンス」61ページ

・本機は電源を入れると、プリントヘッドを良好な状態に
保つためメンテナンスをします。そのため頻繁に電源
を切ったり入れたりすると、その都度メンテナンス動作
によりインクやワイパーユニットを消費することがあ
ります。

・UVインクの特性で、メディアやメディアを固定する治
具の表面の凹凸などにより反射がしやすい状態のとき
は、表面状態の影響によりノズルの目詰まりが発生する
ことがあります。
印刷開始前にノズルが目詰まりしていないか確認して
ください。また、メタリックメディアや鏡などに印刷し
ないでください。

・メディアを複数並べて印刷するときはメディア間の隙
間を埋めてください。
メディア間に隙間があると、ノズルの目詰まりが発生す
ることがあります。
治具を使用するときの注意点は以下をご覧ください。
U「メディアセット時のご注意」53ページ

・本機のテーブルの耐荷重は以下です。

・3kg (治具含む)
耐荷重を越えたメディアをセットしないでください。
また荷重を均等にするため以下の点に注意してくださ
い。

・局所的に荷重をかけないでください

・印刷時以外は治具をセットしたままにしないでく
ださい

・本機は精密機器のため、衝撃や無理な力を加えないよう
にしてください。また、カバーの中やインクパックの挿
入口など、本機の内部にむやみに手を入れないでくださ
い。

・メディアや治具をセットする際に、センサーに強い衝撃
を与えないでください。センサーが壊れることがあり
ます。

・印刷中にプリンターカバーを開けないでください。
印刷中にプリンターカバーを開けると、メディアや治具
の上にプリントヘッドがあることがあります。そのと
きに、メディアや治具を無理やり取り外すと、プリント
ヘッドが壊れるおそれがあります。
印刷中にメディアや治具を取り外したいときは、プリン
ターカバーを開けて画面の［印刷中止］を押し、画面の
指示に従ってメディアや治具を取り外してください。
インクを硬化せずに印刷を中止しているため、メディア
や治具を取り外す際は、インクに触れないように注意し
てください。

ご使用の前に
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使用しないときのご注意
本機を使用しないときは、以下の点に注意して保管して
ください。保管状態が適切でないと、印刷再開時に正し
く印刷できないことがあります。
ホワイトインクは本項目以外にも注意事項があります。
以下をご覧ください。
U「ホワイトインク取り扱い上のご注意」20ページ

・本機は 2週間に 1度は電源を入れてください。
印刷しない期間が長くなると、プリントヘッドのノズル
が乾燥し目詰まりを起こすことがあります。電源を入
れると起動後、自動で保守クリーニングが行われます。
保守クリーニングを行うことで、プリントヘッドの目詰
まりを防ぎ印刷品質を維持できます。保守クリーニン
グが終了するまで電源を切らないでください。

・本機を 2週間から 1カ月使用しないときは、電源を入
れた状態で保管してください。
保管の際はノズルの目詰まりを発生させないために、以
下の 2つの条件を満たしてください。

・保管時に推奨温度・湿度に維持できる
推奨温度・湿度U「仕様一覧」110ページ

・人が近くにいて、メッセージが表示されたらイン
クのかくはんや消耗品の交換ができる

保管中はプリントヘッドの故障を防ぐために、定期的に
クリーニングが実施されます。そのため、画面にインク
パックやワイパーユニットの交換を促すメッセージが
表示されたら、交換をしてください。
保管中も交換用のインクパック、ワイパーユニットをご
準備ください。また、保管中も画面にインクかくはん時
期をお知らせするメッセージが表示されたら、インク
パックをかくはんしてください。

・本機を上記の状態で保管できないときや長期間（1カ月
以上）使用しないときは、長期保管前メンテナンスが必
要です。お買い求めの販売店またはエプソンソリュー
ションコールセンターにご相談ください。
U「お問い合わせ先」114ページ

・本機を長期間使用しなかったときは、印刷を再開する前
に必ずプリントヘッドの目詰まりの状態を確認してく
ださい。プリントヘッドに目詰まりが確認されたとき
は、プリントヘッドのクリーニングを行ってください。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

・プリントヘッドが右奥にあることを確認してから本機
を保管してください。プリントヘッドが右奥にないと
きは、本機の電源を入れ、プリントヘッドが右奥に移動
したことを確認したら再度切ってください。

・ホコリが入らないようカバーなどを全て閉めて保管し
てください。
また、長期間使用しないときは、静電気の発生しにくい
布やシートなどを掛けておくことをお勧めします。
プリンターのノズルは大変小さいものです。そのた
め、目に見えない小さなホコリがプリントヘッドに付着
すると、目詰まりして正しく印刷できないことがありま
す。

インクパック取り扱い上のご注
意
ご使用前に製品安全データシートをお読みください。
製品安全データシートは、エプソンのウェブサイト
（https://www.epson.jp）からダウンロードできます。
インクパックは、良好な印刷品質を保つために、以下の
点に注意して取り扱ってください。
ホワイトインクは本項目以外にも注意事項があります。
以下をご覧ください。
U「ホワイトインク取り扱い上のご注意」20ページ

・購入直後のインク初回充填では、プリントヘッドノズル
の先端部分までインクを満たして印刷できる状態にす
るため、その分インクを消費します。交換用のインク
パックをお早めにご準備ください。

・インクパックを本機から取り外した状態で直射日光や
蛍光灯の光が当たる場所で放置しないでください。イ
ンクパックは必ず開封したときの箱の中に入れるか、遮
光袋に入れて冷暗所で保管してください。

・開封していないインクパックは直射日光を避けて常温
で保管してください。

・インクパックは良好な印刷品質を得るために、以下の期
日のうち早い方の期日までに使い切ることをお勧めし
ます。

・個装箱に印刷された推奨使用期限

・インクパックトレイに装着した日から 1年

・インクパックを寒い所に長時間保管していたときは、3
時間以上室温で放置してからお使いください。

・インクパックの IC チップには触らないでください。正
常な動作・印刷ができなくなるおそれがあります。

・全てのインクパックトレイにインクパックを装着して
本機にセットしていないと印刷できません。

・インクパックを取り外した状態で本機を放置しないで
ください。本機内部のインクが乾燥し、正常に印刷でき
なくなるおそれがあります。本機を使用しないとき
も、インクパックを全てのインクパックトレイに装着し
たままにしてください。

ご使用の前に
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・インクパックは、ICチップで残量などの情報を管理し
ているため、本機から取り外しても再装着して使用でき
ます。

・使用途中で取り外したインクパックは、インク供給孔部
にホコリが付かないように保管してください。インク
供給孔内には弁があるため、蓋や栓をする必要はありま
せん。

・取り外したインクパックはインク供給孔部にインクが
付いていることがありますので、インク供給孔部に触ら
ないようご注意ください。
取り出したインクパックトレイに衝撃を与えないでく
ださい。インク供給孔部からインクが飛び散るおそれ
があります。

・本製品はプリントヘッドの品質を維持するため、インク
が完全になくなる前に動作を停止するように設計され
ており、使用済みインクパック内にインクが残ります。

・インクパックに再生部品を使用している場合がありま
すが、製品の機能および性能には影響ありません。

・インクパックを分解または改造しないでください。正
常に印刷できなくなるおそれがあります。

・インクパックを落とすなど、強い衝撃を与えないでくだ
さい。インクパックから液が漏れることがあります。

・本機に装着したインクパック（WHを除く）は 2週間に
1度、取り出してよく振ってください。
WHは、毎日の印刷業務開始前に取り出してよく振って
ください。
Vrは、振る必要はありません。
振り方U「インクパックの定期かくはん」72ページ

ホワイトインク取り扱い上のご
注意
ホワイトインクはインクの特性上、沈降（成分が液の底
に沈んでたまること）しやすくなっています。沈降した
まま使用すると印刷品質が低下したり、本機に不具合が
生じたりすることがあります。良好にお使いいただくた
めに、以下の点に注意して取り扱ってください。

・装着したインクパックは、始業時および 24 時間（メッ
セージ表示時）に 1度、取り出してよく振ってくださ
い。
U「インクパックの定期かくはん」72ページ

・インクチューブ内のインク成分の沈降により印刷品質
が低下することがあります。白が元の白さより薄く
なったり、白がムラになる印刷結果になるときは、以下
をご覧ください。
U「白が元の白さより薄くなった/白がムラになる」
100ページ

・インクパック保管時は、平置き（平らに寝かせた状態）
にしてください。縦長方向に立てた状態で保管する
と、ご使用前にかくはんをしても成分の沈降を解消でき
ないことがあります。

メディア取り扱い上のご注意
メディアの取り扱いや保管の際は、以下の点にご注意く
ださい。メディアの状態が悪いと、良好な印刷結果が得
られません。

取り扱い上のご注意
・帯電しやすいメディアは除電してから印刷してくださ
い。

・表面に汚れがないことを確認して、印刷してください。

・メディアの材質により、本機で印刷ができないメディア
があります。本番前に本番と同じメディアで必ず試し
印刷をして、事前に印刷品質を確認してから使用してく
ださい。

・シート状のメディアを折り曲げたり、印刷面を傷付けた
りしないように注意してください。

・メディアを濡らさないでください。

・高温、多湿、直射日光を避けて保管してください。

・反りやすいメディアを保管するときは、メディアよりも
小さい平面の上に置いておくとメディアの反りを軽減
できることがあります。また、反ったメディアをテーブ
ルにセットすると、吸着が正しくできないことがありま
す。

・シート状のメディアは部屋の温度や湿度によるメディ
アの伸縮があるため、開封直後のメディアを使用しない
でください。開封後は、メディアを本機の近くに 30分
間以上放置してから、本機にセットしてください。

・反ったメディアを使用しないでください。プリント
ヘッドとメディアが接触し、ノズルの目詰まりの原因と
なります。
反ったメディアはメディアの端部が浮かないようにマ
スキングテープなどで貼り付けて、使用してください。

印刷後メディア取り扱い上のご注意
印刷後は、良好な印刷結果を長期間保持するために以下
の点に注意して適切に取り扱ってください。

ご使用の前に
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・硬化したインクの耐擦性や柔軟性、メディアとインクの
密着性は、印刷したメディアや印刷データによって異な
ります。
印刷した結果をお客様自身で確認して取り扱いに注意
してください。

・印刷面を強くこすったり引っかいたりすると、印刷面に
傷が付くことがあります。
バーニッシュインクを最表面に印刷すると印刷面の傷
つきやすさを改善できることがあります。

・以下のときは、印刷面に傷がつくおそれがあるため、合
紙などを使って印刷面の保護をしてください。

・印刷物を重ねて放置する

・包装して輸送する
合紙などは事前に印刷面に傷がつかないことを確認し
てから使用してください。

・メディアによっては硬化が不十分なときがあります。
そのときは、Epson Edge Print PROで印刷後に［層数と
重ね順の設定］で［単層（UVランプ追加照射のみ）］
を設定すると印刷せずに追加で UVランプ照射ができ
ます。詳細は Epson Edge Print PROのマニュアルをご
覧ください。

使用可能なメディア
本機のテーブルにセットできるメディアは以下の通りで
す。

最大メディ
ア厚

70 mm

最大メディ
ア質量

3 kg（治具含む）

最大メディ
アサイズ

210×297 mm

メディアの種類によっては、印刷に不向きなメディアが
あるため以下もご覧ください。
U「メディアセット時のご注意」53ページ
テーブルの仕様は次項をご覧ください。

ご使用の前に
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テーブル仕様
本機のテーブル（A）にメディアや治具をセットするときは、以下をご確認ください。

下図はテーブルの表面のイメージ図です。テーブルのサイズと印刷領域は下表の通りです。

テーブルサイズ 387.8 × 250 mm

最大印刷可能領域 212 × 299 mm

ご使用の前に
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・（B）は原点を示しています。

・ は印刷可能領域を示しています。

・ は溝を示しています。

・印刷可能領域外には印刷できませんが、治具をセットできます。上図の の箇所には穴が開いており、治具などの設
置時に使用できます。上図の点線は穴の中心を結んでいます。穴の直径は Φ6、穴の深さは 4.2 mmです。

L
テーブルの図面をオンラインマニュアルのトップページからダウンロードできます。図面は dxfファイルと pdfファイルを用意し
ています。お使いのソフトウェアが対応しているファイルを使用してください。図面を CADアプリケーションソフトに読み込んで
使用すると、テーブルの寸法がそのまま反映されるため、治具の図面を作成するときに便利です。

ご使用の前に
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ソフトウェアの紹介
本機のソフトウェアはWindowsと Mac OSで提供方法や内容が異なります。
U「提供ソフトウェア（Windows）」24ページ
U「提供ソフトウェア（Mac OS）」25ページ

L
プリンタードライバーは提供していません。印刷を行うにはソフトウェア RIPが必要です。本機には、Windows用にエプソン製ソ
フトウェア RIP「Epson Edge Print PRO」が付属しています。
エプソンのウェブサイトでは、本機対応のプラグインソフトウェアなどを紹介しています。
https://www.epson.jp

提供ソフトウェア（Windows）
本機を有効に使うためのソフトウェアを製品に付属の以下の光ディスクや epson.sn（ウェブサイト）で提供しています。
本機内蔵のソフトウェアもあります。

Epson Edge Print PRO（製品付属の光ディスクで提供）
Epson Edge Print PROは、わかりやすい操作で容易に使えるソフトウェア RIPです。
Epson Edge Print PROは、基本ソフトウェアをインストールしたコンピューターにインストールしてください。インス
トールは、Epson Edge Print PROのパッケージ内のシートに明示された URL にアクセスして行ってください。
Epson Edge Print PROをインストールすると、以下の 2つのアプリケーションも同時にインストールされます。

・Epson通信ドライバー: Epson Edge Print PROと本機を接続する際に必要です。

・Epson Edge Dashboard: エプソンが提供するメディア種類ごとの印刷設定ファイル（EMXファイル）を取り込むなど、
Epson Edge Print PROの機能を補完します。

Epson Edge Print PROの詳細は以下をご覧ください。
U「Epson Edge Print PROの使い方 （Windowsのみ）」26ページ

epson.snで提供しているソフトウェア
基本ソフトウェアは epson.sn（ウェブサイト）で提供しています。https://epson.sn からインストールしてください。
各ソフトウェアの詳細は、各ソフトウェアのオンラインヘルプを参照してください。

ソフトウェア名称 概要

EPSON Software Updater インターネット上に新しいソフトウェアや更新情報があるか確認してインストールするソフトウェ
アです。本機のマニュアルをアップデートできます。

Epson通信ドライバー Epson Edge Dashboard、Epson Edge Print PRO使用時または、市販 RIPを使用してコンピューター
と本機を接続するときは、Epson通信ドライバーが必要です。必ずインストールしてください。

EpsonNet Config SE コンピューターから本機のネットワークに関する各種設定を行うソフトウェアです。キーボードを
使ってアドレスや名称を入力できるので便利です。
インストールを行うとマニュアルも一緒にインストールされます。

ご使用の前に
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ソフトウェア名称 概要

Epson Edge Dashboard インストール後は常駐ソフトとして働きます。エプソンプリンターに対して以下の管理が行えま
す。
・プリンターファームウェアの更新情報の通知とアップデートが行えます。

・epson.snからインストールしたソフトウェアとマニュアルの更新情報が届きます（更新情報が届
いたら EPSON Software Updaterを起動して、簡単にアップデートが行えます）。

・市販のソフトウェア RIPをお使いのときに、登録プリンターのステータスを通知します。
・Epson Edge Dashboardをインストールしたコンピューターとネットワークや USB接続している
プリンターの状態を監視します。
U「Epson Edge Dashboardの使い方」26ページ

Web Config （本機内蔵）
本機にあらかじめ内蔵されているソフトウェアです。ネットワーク経由でWeb ブラウザーから起動して使用します。
ネットワーク管理者向けのソフトウェアです。
ネットワークセキュリティーの設定はWeb Config から行います。本機のエラーなどをお知らせするメール通知機能も
あります。
U「Web Configの使い方」28ページ

提供ソフトウェア（Mac OS）
付属の光ディスクはWindows専用です。Mac OS用には以下の 2種類のソフトウェアを提供しています。

Epson Edge Dashboard　(エプソンのウェブサイトで提供)
インストール後は常駐ソフトとして働きます。以下の機能があります。

・プリンターファームウェアの更新情報の通知とアップデートが行えます。

・市販のソフトウェア RIPをお使いのときに、登録プリンターのステータスを通知します。

・Epson Edge Dashboard をインストールしたコンピューターとネットワークや USB 接続しているプリンターの状態を
監視します。

U「Epson Edge Dashboardの使い方」26ページ

Web Config （本機内蔵）
本機にあらかじめ内蔵されているソフトウェアです。ネットワーク経由でWeb ブラウザーから起動して使用します。
ネットワーク管理者向けのソフトウェアです。
ネットワークセキュリティーの設定はWeb Config から行います。本機のエラーなどをお知らせするメール通知機能も
あります。
U「Web Configの使い方」28ページ

ご使用の前に
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Epson Edge Print PRO
の使い方 （Windows の
み）

起動方法
以下のどちらかの方法で起動します。

・デスクトップに作成されたショートカットアイコンを
ダブルクリックする。

・Windows のスタートボタン - ［すべてのプログラム］
- ［Epson Software］ - ［Epson Edge Print］の順にク
リックする。

使い方の詳細は、Epson Edge Print PROのヘルプをご覧く
ださい。

終了方法
画面左上の［ファイル］から［終了］を選択します。

Epson Edge Dashboard
の使い方
L
ソフトウェアは、随時バージョンアップを行い利便性の向上
や機能強化をしています。最新の詳細情報は、ソフトウェア
のマニュアルをご覧ください。

起動方法
Epson Edge DashboardはWebアプリケーションです。

A 次の方法で起動します。

Windows
デスクトップのタスクバーにある［Epson Edge
Dashboard］アイコンをクリックし、［Epson Edge
Dashboardを開く］を選択します。

Mac OS
デスクトップのメニューバーにある［Epson Edge
Dashboard］アイコンをクリックし、［Epson Edge
Dashboardを開く］を選択します。

B Epson Edge Dashboardが起動します。

本機の登録
Epson Edge Dashboardは登録したプリンターに対して監
視・管理やメディア設定のコピーができます。
Windowsでは、本機が自動登録されるので、Epson Edge
Dashboardを起動後すぐに監視・管理を行えます。自動登
録されないときは、以下の条件で本機を使用しているか
確認して手動で登録してください。

・本機に付属の通信ドライバーがコンピューターにイン
ストールされている

・コンピューターと本機が接続されている

・本機が使用できる状態になっている

Mac OSは自動登録されません。Epson Edge Dashboard
を初めて起動したときはプリンターの登録画面が表示さ
れるので手動で登録してください。

手動登録の手順

A プリンターリストに表示されているプリンター
を確認します。

Windows
目的のプリンターがプリンターリストにあること
を確認します。必要に応じて［追加検索］をクリッ
クしてください。クリックすると、登録可能なプリ
ンターを検索してプリンターリストに追加しま
す。

Mac OS
・コンピューターとプリンターを USBで接続して
いるとき
［追加検索］をクリックするとプリンターがリス
トアップされます。

・コンピューターとプリンターをネットワークで接
続しているとき

ご使用の前に
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［検索オプション］をクリックしてネットワーク
上のプリンターの IPアドレスを入力し、 をク
リックします。その後、［追加検索］をクリック
すると目的のプリンターがリストアップされま
す。

B 登録するプリンターの［プリンター名］の横に
を付けます。

C ［適用］をクリックします。

プリンターリストへの変更が確定します。

終了方法
Webブラウザーを終了します。

EPSON Software
Updaterの使い方
（Windowsのみ）

更新されたか確認してアップ
デート

A 以下の状態になっていることを確認します。

・コンピューターがインターネットに接続されてい
る。

・本機とコンピューターが通信できている。

B EPSON Software Updaterを起動します。

Windows 8.1
検索チャームでソフトウェア名を入力して表示さ
れたアイコンを選択します。

Windows 8.1以外
スタートボタンをクリックして、［すべてのアプ
リ］（または［プログラム］） -　［ Epson
Software］ - ［EPSON Software Updater］の順に選
択します。

L
デスクトップのタスクバーにあるプリンターアイコン
をクリックして、［ソフトウェアアップデート］を選
択しても起動できます。

C お使いのプリンターを選択し、  をクリックし
て最新のソフトウェアの有無を調べます。

D アップデートするソフトウェアを選んで、インス
トールボタンをクリックするとインストールが
開始されます。

画面の指示に従って操作してください。

ご使用の前に
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K
更新中は、コンピューターや本機の電源を切らないで
ください。

L
一覧に表示されないソフトウェアは EPSON Software
Updaterでは更新できません。エプソンのウェブサイトで最
新版のソフトウェアを確認してください。
https://www.epson.jp

アップデートの通知を受け取る

A EPSON Software Updaterを起動します。

B ［確認の間隔設定］をクリックします。

C 本機の［間隔］の欄で更新の確認を行う間隔を選
択して［OK］ をクリックします。

Web Configの使い方
起動方法や機能の概要を説明します。

機能概要
Web Configの主な機能を紹介します。

一般ユーザーができること
以下の情報は、本機の IPアドレスを入力するだけで誰で
も確認できます。

・インク残量などの本機の状態

・ネットワーク設定の内容（設定変更はできません）

・本機のファームウェアのバージョンを確認できます。

管理者が実行できること
管理者としてログオンすると、本機のネットワーク設定
や、本機単体ではできない SSL/TLS通信、IPsec/IPフィ
ルタリング、IEEE802.1Xなどの高度なセキュリティー設
定ができます。

起動方法
本機と同一のネットワークに接続しているコンピュー
ターやスマートデバイスのブラウザーで起動します。

A を押し、［本体設定］-［ネットワーク設定］-
［詳細設定］-［TCP/IP］の順に押して本機の
IPアドレスを確認します。

L
IPアドレスはネットワーク接続診断レポートを印刷す
ることでも確認できます。レポートは、ホーム画面か
ら以下の順に押して印刷します。

 -［本体設定］-［ネットワーク設定］-［ネットワー
ク情報］-［ステータスシート印刷］

B 本機とネットワークで接続されているコン
ピューターやスマートデバイスでWeb ブラウ
ザーを起動します。

C Webブラウザーのアドレスバーに本機の IPア
ドレスを入力して、【Enter】または【Return】
キーを押します。

書式：
IPv4： http://本機の IPアドレス/
IPv6： http://[本機の IPアドレス]/
例：
IPv4：http://192.168.100.201/
IPv6：http://[2001:db8::1000:1]/

管理者としてログオンするときは、次手順に進んで
ください。

D 画面右上の［ログオン］をクリックし、［ユー
ザー名］と［現在のパスワード］を入力して［確
認］をクリックします。

初めてログオンするときは、ユーザー名は空欄のま
ま、管理者パスワードに初期パスワードを入力して
OKをクリックしてください。
U「初期パスワードの確認方法」30ページ
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終了方法
Web ブラウザーを終了します。

ソフトウェアの削除

K
・「コンピューターの管理者」アカウント（管理者権
限のあるユーザー）でログオンしてください。

・管理者のパスワードまたは確認を求められたとき
は、パスワードを入力して操作を続行してくださ
い。

・他のアプリケーションソフトを起動しているときは
終了してください。

・Epson通信ドライバーを削除後に再インストールす
るときは、コンピューターを再起動してください。

Windows
ここでは、Epson通信ドライバーを例に削除方法を説明し
ます。本機の電源を切ってコンピューターと接続してい
るケーブルを外した状態で作業することをお勧めしま
す。

Windows 11

A スタートボタン - ［設定］の順にクリックしま
す。

［設定］画面が表示されます。

B 画面左側のメニューから［アプリ］をクリックし
ます。

C ［アプリと機能］（または［インストールされて
いるアプリ］）をクリックします。

D 一覧から［SC-V1000 Series Comm Driver］の
メニューボタンをクリックして、メニューから
［アンインストール］を選択します。

この後は、画面の指示に従ってください。
確認のメッセージが表示されたら、［はい］をク
リックします。

Windows 11以外

A コントロールパネルを表示して、［プログラムの
アンインストール］をクリックします。

B 一覧から［SC-V1000 Series Comm Driver］を
選択して、［アンインストール］をクリックしま
す。

この後は、画面の指示に従ってください。
確認のメッセージが表示されたら、［はい］をク
リックします。

Mac OS
Epson Edge Dashboardの削除方法を説明します。

A ［Epson Edge Dashboard］を終了します。

B ［アプリケーション］-［Epson Software］ -
［Epson Edge Dashboard］- ［Epson Edge
Dashboard アンインストーラー］をダブルク
リックします。

以降は画面の指示に従ってください。

管理者パスワードに関する
ご注意
本機は工場出荷時に機体ごとに異なる初期パスワードが
設定されています。使用開始後は初期パスワードのまま
使用し続けず、任意のパスワードに変更することをお勧
めします。

ご使用の前に
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初期パスワードの確認方法
管理者用パスワードの初期値は、本機のプリンターカ
バー内部の左端に貼られているラベルに記載されていま
す。

・ラベルが 1枚だけのとき：Aのラベルに記載され
ている SERIAL No.の値が初期値です。（図の例の
場合、初期値は「XYZ0123456」です。）

・ラベルが 2枚あるとき：Bのラベルに記載されて
いる PASSWORDの値が初期値です。（図の例の
場合、初期値は「03212791」です。）

パスワードの変更方法

A Web Configを起動して管理者としてログオン
します。

U「起動方法」28ページ

B ［本体セキュリティー］タブ- ［管理者パスワー
ド変更］の順にクリックします。

C ［現在のパスワード］と［新しいパスワード］を
入力して［設定］をクリックします。

［ユーザー名］は、必要に応じて設定してくださ
い。

K
パスワードを忘れたときは、エプソンソリューション
コールセンターにご相談ください。
U「お問い合わせ先」114ページ

ご使用の前に
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ネットワークの接続
方法の変更
本機は有線 LANまたは無線 LANに接続することができま
す。また、有線 LANや無線 LANの環境がなくてもコン
ピューターと無線で直接接続するWi-Fi Direct（シンプル
AP）接続にも対応しています。
有線 LANと無線 LANへの同時接続はできません。Wi-Fi
Direct接続は、本機がネットワークに接続されているかい
ないかに関わらず可能です。
ここでは接続方法を切り替えるときの手順を説明しま
す。

有線 LANに変更する

A ホーム画面で を押します。

L
アイコン形状や色は、接続状況によって変わります。
U「画面の見方と操作」12ページ

B ［接続方法の説明］を押します。

C ［有線 LANの接続方法］を押します。

D ［設定を開始する］を押します。

E アクセスポイントとの無線 LAN接続を無効にす
る処理が開始されます。［無線 LAN接続を無効
にしました。］というメッセージが表示されるま
で待ちます。

F お使いのルーターと本機を LANケーブルで接続
します。

本機の LANポートの場所は以下をご覧ください。
U「正面・背面」7ページ

無線 LANに変更する
接続したいアクセスポイントの SSID（ネットワークの名
称）とパスワードの情報が必要です。事前に確認してく
ださい。なお、LANケーブルは接続したままでも無線 LAN
に接続できます。

L
お使いのアクセスポイントがWPS（Wi-Fi Protected Setup）
に対応していると、SSIDやパスワードを使わずに［プッシュ
ボタンで設定(AOSS/WPS)］や［PINコード自動設定(WPS)］
で接続できます。

A ホーム画面で を押します。

L
アイコン形状や色は、接続状況によって変わります。
U「画面の見方と操作」12ページ

B ［ルーター］を押します。

C ［無線 LAN接続に変更する］を押します。

有線 LAN接続状態の詳細が表示されます。

D 表示されたメッセージを確認して［はい］を押し
ます。

E ［無線 LANルーターを検索］を押します。

F 接続したい SSIDを選択します。

接続したい SSIDが表示されないときは、［再検索］
を押して一覧を更新してください。それでも表示
されないときは、［手動入力］を押して SSIDを直
接入力します。

G ［パスワード入力］を押して、パスワードを入力
します。

L
・バスワードは大文字と小文字を区別して入力してく
ださい。

・SSIDを直接入力したときは、［パスワード］を［あ
り］にしてからパスワードを入力してください。

ネットワークの接続方法の変更
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H 入力が終わったら［OK］を押します。

I 設定内容を確認して［設定を開始する］を押しま
す。

設定が完了したメッセージが表示され、設定が終了
します。
接続に失敗したときは、［接続診断］を選択してく
ださい。画面で対処方法を確認できます。
U「ネットワーク接続状態を確認する」32ページ

J ネットワーク接続設定画面を閉じます。

無 線 で 直 接 接 続 す る
（Wi-Fi Direct）
本機がネットワークに接続されていないときや、本機が
接続されているネットワークにログオン権限がないとき
などに一時的に本機と直接接続することができます。
メーカー設定では、Wi-Fi Directは無効になっています。
有効にして接続するまでの手順を説明します。

L
本機は、同時に 8台までのコンピューターと接続することが
できます。8台接続済みのときに新たに別の機器から接続し
たいときは、接続済みの機器側で本機との接続を切断してく
ださい。

A ホーム画面で を押します。

L
アイコン形状や色は、接続状況によって変わります。
U「画面の見方と操作」12ページ

B ［Wi-Fi Direct］を押します。

既に Wi-Fi Directが有効になっているときは、ネッ
トワーク（SSID）やパスワード、接続済み台数など
が表示されます。手順 5に進みます。

L
表示されたネットワーク（SSID)やデバイス名などが画
面右端で切れて一部見えなくなっているときは、その
項目を押すと設定値全体が表示されます。

C ［設定に進む］を押します。

D ［コンピューターとつなぐ］を押します。

Wi-Fi Directが有効になり、ネットワーク（SSID）
とパスワードが表示されます。

E 本機と接続したい機器で Wi-Fi 設定画面を開
き、本機の画面に表示された SSIDを選択して、
同じく画面に表示されたパスワードを入力しま
す。

F 接続ができたら、本機の画面で［完了］を押して
終了します。

G 本機の画面で［閉じる］を押して、ネットワーク
接続設定画面を閉じます。

L
本機の電源を切ると、接続済みの機器との接続が全て切断さ
れます。本機の電源を入れて再度接続をするときは、手順 1
からやり直してください。

ネットワーク接続状態を確
認する
プリンターと無線 LANルーター（アクセスポイント）の
接続状態をプリンターの画面に表示します。

A ホーム画面で を押します。

L
アイコン形状や色は、接続状況によって変わります。
U「画面の見方と操作」12ページ

B ［接続方法の説明］-［ネットワークにつながら
ないときは］-［接続診断］の順に押します。

診断が始まります。
エラーがある場合は次項を確認して対処してくだ
さい。

エラー番号と対処方法
プリンターの画面に表示されたエラー番号（E-XX）を確
認して対処してください。
U 「E-1」33ページ
U 「E-2, E-3, E-7」33ページ

ネットワークの接続方法の変更
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U 「E-5」33ページ
U 「E-6」34ページ
U 「E-8」34ページ
U 「E-9」34ページ
U 「E-10」34ページ
U 「E-11」34ページ
U 「E-12」34ページ
U 「E-13」35ページ

E-1
対処方法：
・LAN ケーブルが、プリンターやハブなどのネットワー
ク機器にしっかり差し込まれているか確認してくださ
い。

・ハブなどのネットワーク機器の電源が入っているか確
認してください。

・プリンターを無線 LAN（Wi-Fi）で使用したい場合は、
プリンターの無線 LANが有効になっていないため、無
線 LAN接続設定をやり直してください。

E-2, E-3, E-7
対処方法：
・無線 LANルーターの電源が入っているか確認してくだ
さい。

・コンピューターやその他の機器が無線 LANルーターと
正常に通信できているか確認してください。

・無線 LAN ルーターの電源を切ります。10 秒くらい
待ってから、電源を入れてください。

・プリンターと無線 LANルーターは近くに置き、間にあ
る障害物は取り除いてください。

・SSIDを直接入力したときは、入力した SSIDが正しい
かを確認してください。SSIDはプリンターの画面の
［有線・無線接続状態］で確認できます。

・1つの無線 LANルーターに複数の SSIDが存在する場
合、表示された SSIDから選択してください。SSIDが
非対応の周波数を使用していると、SSIDは表示されま
せん。

・プッシュボタンを使った自動設定をする場合は、お使い
の無線 LANルーターが WPSに対応しているか確認し
てください。WPSに対応していないときは、プッシュ
ボタンを使った自動設定はできません。

・SSIDに ASCII文字（半角英数字、記号）以外の文字列
が使われていないか確認してください。プリンター
は、ASCII文字以外の文字列が含まれた SSIDは表示で
きません。

・無線 LANルーターに接続する場合は、SSIDとパスワー
ドを事前に確認してください。無線 LAN ルーターを
メーカー設定値のまま使用している場合は、ラベルなど
に書かれている SSIDとパスワードが設定されていま
す。SSID とパスワードがわからない場合は無線 LAN
ルーターを設定した人に確認するか、無線 LAN ルー
ターのマニュアルをご覧ください。

・デバイスのテザリング機能で生成した SSIDに接続し
たい場合は、デバイスのマニュアルなどで SSIDとパス
ワードを確認してください。

・無線 LAN（Wi-Fi）で突然接続できなくなった場合は、
以下を確認してください。どれかに当てはまる場合
は、以下のウェブサイトでインストーラーをダウンロー
ドして、ネットワーク設定をやり直してください。
https://epson.sn-［セットアップ］

・お使いのネットワーク環境に、新たに別のデバイ
スからプッシュボタン自動設定（AOSS／WPS）で
設定したか

・この無線 LAN（Wi-Fi）ネットワークは、プッシュ
ボタン自動設定以外の方法で設定されたか

・株式会社バッファロー製の無線 LAN ルーター
で、プッシュボタンで設定（AOSS）できるタイプ
を使っているか

E-5
対処方法：
無線 LANルーターが以下のいずれかのセキュリティー方
式になっているかを確認してください。なっていない場
合は、以下のセキュリティー方式を使用するよう無線 LAN
ルーターの設定を変更し、プリンターのネットワーク設
定をし直してください。

・WEP-64 bit (40 bit)

・WEP-128 bit (104 bit)

・WPA PSK (TKIP/AES) *

・WPA2 PSK (TKIP/AES) *

・WPA3-SAE (AES)

・WPA2/WPA3-Enterprise
* WPA PSK は WPA Personal、WPA2 PSK は WPA2
Personalとも呼ばれます。

ネットワークの接続方法の変更
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E-6
対処方法：
・MACアドレスフィルタリングが無効になっていること
を確認してください。有効の場合は、プリンターの
MACアドレスを登録して、フィルタリングされないよ
うにしてください。詳しくは無線 LAN ルーターのマ
ニュアルをご覧ください。プリンターの MACアドレス
はプリンターの画面の［有線・無線接続状態］で確認で
きます。

・無線 LAN ルーターの WEP セキュリティー方式で
Shared認証が有効になっている場合は、認証キーおよ
びインデックスが正しいことを確認してください。

・無線 LANルーターに設定されている同時接続可能な機
器数が、接続するネットワーク機器の台数より少ない場
合は、接続できる数を増やしてください。設定方法は、
無線 LANルーターのマニュアルをご覧ください。

E-8
対処方法：
・プリンターの TCP/IP設定を自動にしているときは、無
線 LANルーターの DHCPを有効にしてください。

・プリンターの TCP/IP 設定を手動設定にしているとき
は、手動で設定した IPアドレスが有効範囲外（0.0.0.0
など）のため、無効になっています。有効な IPアドレ
スをプリンターの操作パネル、またはWeb Configから
設定してください。

E-9
対処方法：
以下を確認してください。

・プリンターを利用する機器の電源が入っているか

・プリンターを利用する機器から、インターネットへのア
クセスや同じネットワーク上の、他のコンピューター、
ネットワーク機器にアクセスできるか

上記を確認してもプリンターと他のネットワーク機器が
接続できない場合は、無線 LANルーターの電源を切りま
す。10秒くらい待ってから、電源を入れてください。続
いて、以下のウェブサイトでインストーラーをダウン
ロードして、ネットワーク設定をやり直してください。
https://epson.sn-［セットアップ］

E-10
対処方法：
以下を確認してください。

・ネットワーク上の他の機器の電源が入っているか

・プリンターの TCP/IP 設定を手動設定にしているとき
は、ネットワークアドレス（IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイ）が正しいか

ネットワークアドレスが間違っている場合は、設定し直
してください。IPアドレス、サブネットマスク、デフォ
ルトゲートウェイはプリンターの画面の［有線・無線接
続状態］で確認できます。
DHCPを有効にしているときは、プリンターの TCP/IP設
定で IPアドレスを自動にしてください。IPアドレスを
手動で設定したい場合は、プリンターの画面の［有線・
無線接続状態］でプリンターの IPアドレスを確認し、プ
リンターのネットワーク設定画面で手動を選択して、設
定してください。サブネットマスクは「255.255.255.0」
に設定してください。
それでもプリンターと他のネットワーク機器が接続でき
ない場合は、無線 LANルーターの電源を切ります。10秒
くらい待ってから、電源を入れてください。

E-11
対処方法：
以下を確認してください。

・プリンターの TCP/IP設定を手動設定にしたときは、プ
リンターに設定されたデフォルトゲートウェイのアド
レスが正しいか

・デフォルトゲートウェイに指定した機器の電源が入っ
ているか

デフォルトゲートウェイのアドレスを正しく設定してく
ださい。プリンターのデフォルトゲートウェイのアドレ
スはプリンターの画面の［有線・無線接続状態］で確認
できます。

E-12
対処方法：
以下を確認してください。

・ネットワーク上の他の機器の電源が入っているか

・手動で設定したプリンターのネットワークアドレス（IP
アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェ
イ）が正しいか

ネットワークの接続方法の変更
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・他の機器のネットワークアドレス（サブネットマスク、
デフォルトゲートウェイ）が同一になっているか

・他の機器の IPアドレスと重複していないか

上記を確認してもプリンターと他のネットワーク機器が
接続できない場合は、以下の対処を試してみてくださ
い。

・無線 LAN ルーターの電源を切ります。10 秒くらい
待ってから、電源を入れます。

・インストーラーを使って、ネットワーク設定をやり直し
てください。インストーラーは以下のウェブサイトか
ら起動できます。
https://epson.sn-［セットアップ］

・セキュリティータイプ「WEP」は、無線 LANルーター
に複数のセキュリティーキーを登録できます。複数の
キーが登録されているときは、最初（1番目）のイン
デックスのセキュリティーキーがプリンターに設定さ
れているかを確認してください。

E-13
対処方法：
以下を確認してください。

・ネットワーク機器（無線 LANルーター、ハブ、ルーター
など）の電源が入っているか

・プリンター以外のネットワーク機器が手動で TCP/IP設
定されていないか。（他のネットワーク機器の TCP/IP
設定が手動で、プリンターの TCP/IP設定のみ自動設定
になっていると、プリンターだけが異なるネットワーク
になってしまう可能性があります。）

問題がないときは、以下をお試しください。

・無線 LAN ルーターの電源を切ります。10 秒くらい
待ってから、電源を入れます。

・プリンターと同じネットワーク上のコンピューター
で、インストーラーを使ってネットワーク設定をし直し
てください。インストーラーは以下のウェブサイトか
ら起動できます。
https://epson.sn-［セットアップ］

・セキュリティータイプ「WEP」は、無線 LANルーター
に複数のセキュリティーキーを登録できます。複数の
キーが登録されているときは、最初（1番目）のイン
デックスのセキュリティーキーがプリンターに設定さ
れているかを確認してください。

ネットワークの接続方法の変更
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バーニッシュインク
を使用した印刷の紹
介
本機は UVインクを使用して、厚みのあるメディアや様々
な材質のメディアに印刷できます。
対応メディアの例：
アクリル板、アルミパネル、ゴルフボール
また透明インク（バーニッシュ）を搭載しており、以下
の印刷ができます。

テクスチャー印刷
バーニッシュインクを表面に印刷することで、透明な模
様をつけて質感を出すテクスチャー印刷ができます。
エプソンでは、模様のサンプルをテクスチャーファイル
として提供しています。
テクスチャーファイルを使用した印刷方法は以下をご覧
ください。
U「テクスチャーファイルを使用する」41ページ
また、YouTubeから動画でもご覧いただけます。
動画マニュアル

点字印刷
バーニッシュインクを何層も重ねて印刷することで、点
字印刷が可能です。
点字印刷の方法は『点字印刷ガイド』（オンラインマニュ
アル）をご覧ください。
基本的な印刷方法は YouTubeから動画でご覧いただけま
す。
動画マニュアル

バーニッシュインクを使用した印刷の紹介
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基本の印刷

印刷までの作業の流れ
業務開始から本機にメディアをセットして印刷するまでの基本的な流れは以下の通りです。

作業項目 概要

A 業務開始前の点検 本機の電源を入れて、印刷業務を開始する前の点検をします。
U「業務開始前の点検」38ページ

B 画像・イラスト ファイルの作成 Adobe Illustratorや Adobe Photoshopなどのグラフィックソフトウェアで印
刷する画像を作成して PDFで保存します。
U「画像・イラストファイルの作成」39ページ

C 印刷データ（ジョブ）の作成 Epson Edge Print PROまたは市販の RIPで上記で作成した PDFを読み込み、
印刷設定を行います。
詳細は各ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。

D メディアの確認と準備 ・本機で使用できるメディアを確認します。

U「使用可能なメディア」21ページ
・メディアを本機にセットする際の注意事項を確認します。メディアによっ
ては治具や、貼り付けるためのテープが必要です。
U「メディアセット時のご注意」53ページ

E メディアのセット メディアをテーブルにセットします。
U「メディアのセット」53ページ

F セットしたメディアの設定 プリントヘッドの高さを印刷するメディアの高さに応じて設定します。正し
い高さに設定しないと故障や印刷品質低下の原因となります。
U「セットしたメディアの設定（適切なメディア高さに設定する）」58ペー
ジ

G 印刷の開始 Epson Edge Print PROまたは市販の RIPから印刷ジョブを本機に送信し、本機
で受信完了したら印刷を開始できます。
U「開始」60ページ

K
本機を使用しないときは 2週間に 1度電源を入れてください。本機を 2週間以上使用しないときは、以下をご覧にな
り、保管をしてください。
U「使用しないときのご注意」19ページ

基本の印刷
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業務開始前の点検
印刷品質を維持するために日常、印刷業務を開始するに
当たり、以下の点検を行うことをお勧めします。

インク残量の確認
画面でインク残量を確認して、インク残量が限界値以下
のときは新しいインクパックと交換してください。イン
クが残り少ないときは、できるだけ早く交換することを
お勧めします。
印刷途中でインクが切れたときは、そのインクパックを
交換すれば印刷は続行されます。ただし、途中で交換す
るとインクの乾き具合により、色味が異なって見えるこ
とがあります。
U「インクパックの交換」69ページ

ノズルの目詰まりチェック
ノズルチェックパターンを印刷してノズルが目詰まりし
ていないか確認することをお勧めします。
印刷したノズルチェックパターンにかすれや欠けがある
ときは、［プリントヘッドのクリーニング］を行ってく
ださい。
なお、本機の電源を入れた直後はヒーターのウォーム

アップ*が行われます。ヒーターのウォームアップ中に印
刷をすると正しい印刷結果が得られません。画面のヒー
ターウォームアップ中を示すプログレスバーが消えてか
らノズルチェックパターンを印刷してください。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ
* UVインクの温度を上げるための内部のヒーターを適正
温度まで温めます。

ホワイトインクのかくはん
ホワイトのインクパックを取り出してかくはんします。
ホワイトインクは、他の色よりも沈降(成分が液の底に沈
んでたまること)しやすい特性があります。沈降すると、
印刷品質の低下やノズル目詰りの要因となります。
U「インクパックの定期かくはん」72ページ

保守クリーニングの実施時期の確認
画面で保守クリーニングの実施時期予告を確認します。
実施時期が迫っているときは、表示エリアを押して事前
にクリーニングを実施します。これにより、以降は作業
が中断されません。

基本の印刷
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画像・イラストファイルの作成

データの作り方
本機は多層印刷ができます。
印刷したいものによって、データの作り方が違います。ここでは、いくつか例を紹介します。
データの作成方法の詳細は Epson Edge Print PROのマニュアルの多層印刷の項目や各アプリケーションのマニュアルを
ご覧ください。

メディア自体の色の影響をなくしたい
メディア自体の色の影響をなくしたいときはホワイトインクを下地にします。(A)はホワイトなし、(B)はホワイトを下地
にしたときの印刷物の例です。
また、透明なフィルムの裏側から見た画像を見せたくない（裏側を白くしたい）ときもホワイトインクを下地にします。
1層目をホワイト、2層目をカラーに設定します。

＜印刷物の例＞

透明なメディアで反対側から画像を見せたい
透明なメディアに印刷するときに、画像を反対側から見せたいときは画像を印刷した上にホワイトインクを印刷します。
印刷物の例の(A)は反対側から画像を見たとき、(B)は印刷した側から見たときです。
1層目をカラー、2層目をホワイトに設定します。
裏面から見たときに正しい向きになるように画像を配置して印刷します。

＜印刷物の例＞

基本の印刷
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透明なメディアで両側から画像を見せたい
透明なメディアに印刷するときに、両側から画像を見せたいときは画像と画像の間にホワイトインクを挟んで印刷しま
す。
1層目をカラー、2層目をホワイト、3層目をカラーに設定します。
1層目は裏面から見たとき、3層目は表面から見たときに正しい向きになるように画像を配置して印刷します。

透明なメディアで手前の画像を浮かび上がっているように見せたい
両側に印刷することで、様々な見せ方ができます。印刷物の例は透明なメディアの表面（A）にカラーを、裏面（B）は
1層目をカラー、2層目をホワイト印刷しています。このとき、裏面は、表面から見たときに正しい向きになるように画
像を配置して印刷します。

＜印刷物の例＞

メディア面に質感を出したい
表面に質感を持たせたいときや、透明な模様を印刷したいときはバーニッシュインクを使用します。
Epson Edge Print PROを使用すると、バーニッシュインクの質感をグロス調やマット調にできます。
バーニッシュインクを重ね印刷したり、テクスチャー（表面の凹凸模様）を使用して印刷したりします。
U「テクスチャーファイルを使用する」41ページ

＜印刷物の例＞
バスケットボールの絵に水玉の模様をバーニッシュインクで印刷したときの例です。

基本の印刷
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テクスチャーファイルを使用する

テクスチャーファイルとは
エプソンは、バーニッシュインクで印刷面に質感をもたせたり、透明な模様を印刷したりするためのパターンをテクス
チャーファイルとして提供しています。このテクスチャーファイルを使うと、例えば以下の写真のようにバスケットボー
ルの表面にブツブツの模様を表現できます。

テクスチャーファイルの入手方法
テクスチャーファイルは epson.sn（ウェブサイト）で提供しています。以下をご覧になりダウンロードしてください。
U「テクスチャーファイルのダウンロード」42ページ
また、マットバーニッシュ用、グロスバーニッシュ用の 2種類のテクスチャーファイルを提供しています。テクスチャー
パターンの質感などを確認するために、テクスチャーファイルを見本として印刷できます。見本からお好みのパターンを
選んでください。印刷方法は以下をご覧ください。
U「全テクスチャーパターンの見本印刷の方法」43ページ

準備するもの
Adobe Illustrator
テクスチャーファイルは、Adobe Illustratorのスウォッチライブラリに読み込んで使います。Adobe Illustratorは最新版
に対応しています。テクスチャーライブラリーが使用できないときは、Adobe Illustratorを最新版に更新してください。

印刷時のご注意
本番前に試し印刷をして、テクスチャーの仕上がりを確認をしてください。
テクスチャーの仕上がりが期待通りではないときは、以下のようなことを試してください。

・メディアの材質を変える

・下地を追加する

・テクスチャーを別のパターンに変える

基本の印刷
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テクスチャーファイルの印刷例
・印刷前

・ホワイトインク→カラーインク→バーニッシュインクの順に印刷したとき

・バーニッシュインクのみを印刷したとき

テクスチャーファイルのダウンロード

A インターネットブラウザーで epson.snと入力してから、お使いの製品名を入力して をクリックします。

基本の印刷
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B ［サポート］をクリックします。

C ［ダウンロード］をクリックします。

ダウンロードフォルダーにファイル（Epson_Texture_Library_vx.zip）がダウンロードされます。

Zipファイルを解凍すると以下の 2つのファイルがあり、マットバーニッシュ用のテクスチャーファイルとグロス
バーニッシュ用のテクスチャーファイルに分かれています。

・Epson_Texture_Library_Matte_vx.pdf：マットバーニッシュ用

・Epson_Texture_Library_Gloss_vx.pdf：グロスバーニッシュ用
テクスチャーの質感などを確認するために、テクスチャーファイルを見本として印刷したいときは以下をご覧くだ
さい。
U「全テクスチャーパターンの見本印刷の方法」43ページ

L
テクスチャーファイルのファイル名（Epson_Texture_Library_vx.zipなど）の vxはバージョンを示しています。

全テクスチャーパターンの見本印刷の方法
全テクスチャーパターンの見本を印刷しておくと、以下の場合にパターンを選択するときに便利です。

・テクスチャーのマットバーニッシュ、グロスバーニッシュの質感を確認したいとき

・Adobe Illustratorのスウォッチライブラリでパターンが小さすぎて判別がしにくいとき
見本印刷の際にはインクジェット対応の透明なシート状のメディアを使用することをお勧めします。
こ こ で は Epson Edge Print PRO を 使 用 し て 、 マ ッ ト バ ー ニ ッ シ ュ 用 の テ ク ス チ ャ ー フ ァ イ ル
（Epson_Texture_Library_Matte_vx.pdf）を A4サイズのシート状のメディア 2枚に印刷するときの手順を説明していま
す。

K
テクスチャーファイル（PDF）の原寸は A3サイズです。見本用に印刷する時はサイズを縮小しないでください。
縮小すると、テクスチャーの図柄がつぶれたり崩れたりするおそれがあります。

基本の印刷
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A Epson Edge Print PROを起動し、テクスチャーを読み込みます。

ジョブツールバーの （追加）をクリックしてテクスチャーファイル（Epson_Texture_Library_Matte_vx.pdf）を
ジョブリストに追加します。

B ［基本設定］-［層数と重ね順の設定］から［2層（カラー -> マット調バーニッシュ）］を選択します。

L
グロスバーニッシュ用のテクスチャーファイルの見本を印刷するときは［2層（カラー -> グロス調バーニッシュ）］を選択
します。

C ［レイアウト設定］-［回転］-［方向］で［右 90度回転］を選択します。

基本の印刷
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D ［分割印刷］をクリックし、［設定を有効にする］にチェックします。

E ［分割設定］-［分割数］-［水平］で［2］を選択します。

F 画像の左側を選択し、右クリックして［印刷する］のチェックを外します。

基本の印刷
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左側の画像が印刷対象外になります。右側を先に印刷します。

G 本機にメディアがセットされていることを確認し、 （印刷）をクリックします。

U「メディアをテーブルにセットする」54ページ

H 印刷が完了したら、メディアを取り外し新しいメディアをセットします。

U「メディアの取り外し」60ページ
U「メディアをテーブルにセットする」54ページ

I 画像の左側を選択し、右クリックして［印刷する］にチェックをします。

画像全体が印刷対象になります。

基本の印刷
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J 画像の右側を選択し、右クリックして［印刷する］のチェックを外します。

右側の画像が印刷対象外になります。

K 本機にメディアがセットされていることを確認し、 （印刷）をクリックします。

テクスチャーファイルを使った画像データの作り方
ここでは Adobe Illustratorで作成したデータにテクスチャーパターンを適用し、Epson Edge Print PROを使用して印刷す
るときの手順を説明しています。

A Adobe Illustratorを起動し、テクスチャーパターンを適用する画像ファイルを開きます。

B 「テクスチャーファイルのダウンロード」でダウンロードしたテクスチャーファイルを読み込みます。

［ウィンドウ］-［スウォッチライブラリ］-［その他のライブラリ］をクリックし、ダウンロードしたファイルを
選択します。

基本の印刷
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C 画像の上に重なるようにテクスチャーパターンを適用する範囲（オブジェクト）を作成します。

D 手順 3で作成したオブジェクトに適用するテクスチャーパターンを選択します。

基本の印刷
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E テクスチャーパターンを適用したオブジェクトを選択し、［オブジェクト］-［分割・拡張］の順にクリック
します。

F ［塗り］にチェックが付いていることを確認し、［OK］をクリックします。

基本の印刷
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G テクスチャーパターンを適用したオブジェクトを選択し、［ウィンドウ］-［属性］の順にクリックします。

H ［塗りにオーバープリント］にチェックを付けます。

I 編集したファイルを PDF形式で保存します。

J Epson Edge Print PROを起動します。

K ジョブツールバーの （追加）をクリックして、手順 9で作成したデータを追加します。

基本の印刷
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L ［基本設定］-［層数と重ね順の設定］で作成したデータに応じた層数とマットバーニッシュを使用したか、
グロスバーニッシュを使用したかを選択します。

例えば 1層目がカラー、2層目をマットバーニッシュ用のテクスチャーファイルを使用したときは、［2層（カラー
-> マット調バーニッシュ）］を選択します。

K
マットバーニッシュとグロスバーニッシュの選択を間違えないように注意してください。
マットバーニッシュのテクスチャーを使用したときにグロス調バーニッシュを選択すると、印刷結果のテクス
チャーの模様が潰れることがあります。
グロスバーニッシュのテクスチャーを使用したときにマット調バーニッシュを選択すると、印刷結果のテクス
チャーがマット調になります。

M ［印刷品質］で印刷品質を選択します。

手順 12の［層数と重ね順の設定］での設定に応じて選択できる印刷品質が異なります。

N その他の設定を確認し、ジョブツールバーの （印刷）をクリックします。
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メディア高さ設定の種類と
概要
印刷するメディアの高さを適切に設定しないと、プリン
トヘッドとメディアが接触して故障の原因となったり、
印刷結果の文字や画像がぼやけて印刷品質が低下したり
します。このため、初めて印刷するときや厚みが異なる
メディアに変えて印刷するたびにメディアの高さを［メ
ディア高さ］設定で適切に設定する必要があります。
［メディア高さ］設定には、［自動］と［手動］の 2通
りあります。それぞれの概要は、以降で説明します。メ
ディア高さの実際の測定方法は、以下をご覧ください。
U「セットしたメディアの設定（適切なメディア高さに
設定する）」58ページ

自動設定の概要
本機は、標準装備のセンサーでテーブルにセットされた
メディアの最も高い位置を測定してプリントヘッドを適
切な高さに自動で設定できます。

［メディア高さ］を［自動］に設定すると印刷開始前に
自動で測定して［メディア高さ］を決定します。
薄くて手動ではメディアの高さが正確に測定できないと
きや使用するメディアの厚さが毎回異なるときに便利な
設定です。ただし、 ボタンを押した後にテーブル全体
をセンサーで確認するので実際の印刷が始まるまで時間
がかかります。この確認は印刷開始のたびに毎回行われ
ます。また、自動設定は メディアの材質・形状により正
しく測定できないことがあります。詳細は以降をご覧く
ださい。

自動設定に適さないメディア
以下のような材質・形状のメディアは高さを［手動］で
設定してください。

表面に傷がつきやすいもの
高さを測定するときにメディア表面をセンサーで傷つけ
るおそれがあります。

質量の軽いものや転がりやすい形状のもの
センサーで測定する際にメディアが動くと正しい高さを
測定できません。

柔らかいもの
センサーが触れて凹むものは正しいメディア高さが測定
されません。

手動設定の概要
［メディア高さ］を［手動］に設定すると、入力したメ
ディア高さに応じてプリントヘッドが適切な高さに調整
されます。センサーによる測定がなくすぐに印刷が開始
されます。
入力した値は、次回メディア高さを入力するまで保持さ
れます。このため同じ仕様のメディアを続けて使うとき
には、2回目以降はメディア高さ設定が不要で効率よく印
刷を開始できます。
メディアの高さは、本機のメディア設定メニューの［登
録メディア管理］に 30個まで登録できます。
よく使うメディア種類は決まっているが、メディア種類
を頻繁に変えて印刷するときは、使用するメディアごと
の高さを［登録メディア管理］に登録します。次回以降
は登録したメディア高さから目的のものを選択するだけ
で高さの測定や登録の手間なくすぐに印刷を開始できま
す。
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メディアのセット

メディアセット時のご注意
メディアをセットする前に以下をご覧ください。
U「使用可能なメディア」21ページ

・薄手（0.5 mm以下）のシート状のメディアは、必ず
（吸着オン）を押してメディアをテーブル上に密着させ
てください。
メディアの固定方法は以下をご覧ください。
U「メディアをテーブルにセットする」54ページ

・板状の平らなメディアやシート状のメディアは、端部が
浮き上がっていないことを確認してください。

（吸着オン）を押してもメディアの端部が浮き上が
るときは、マスキングテープなどでテーブル上に密着さ
せてください。メディアの固定方法は以下をご覧くだ
さい。
U「シート状のメディアが反っているときの固定方
法」57ページ

・メディアにしわや折れがないことを確認してくださ
い。しわや折れがあるメディアは使用できません。

・厚さ 3 mm程度までのメディアで熱によってシワや反
りが発生しやすいときは、メディアの外周をマスキング
テープなどでテーブル上に固定してください。

・フチなし印刷やメディアからはみ出して印刷をすると
きは、テーブルを汚さないように工夫してください。例
えば、テーブルに治具や用紙や布など敷いてください。

・軽いメディア、球体・ペン・おもちゃのミニカーのよう
に転がりやすく不安定なメディアは、メディアの高さを
確認する際にセンサーが当たって移動するおそれがあ
ります。動かないように治具で固定することをお勧め
します。
治具の例：

・下図は本機を真横から見た簡略図です。図のようにプ
リントヘッド(A)に対して垂直な面(B)には印刷できま
せん。

・図で囲った部分を含め、テーブル以外に物を置かないよ
うにしてください。使用後の剥がしたテープなども忘
れず取り除いてください。また、物を置いたまま、印刷
しないようにしてください。物を置いたまま印刷する
と故障の原因になります。

・印刷面が平らになるようにメディアをセットしてくだ
さい。
メディアを複数セットするときは、メディアがない部分
（メディアとメディアの隙間）も同じ高さになっている
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ことをお勧めします。治具を使用するときは以下の点
に注意してください。

・下図は本機を正面から見た図です。右側のように
メディア（グレー部分）とメディアの間に隙間が
あると、UVランプ（B）からの光が反射してプリ
ントヘッド（A）のノズルの目詰まりが発生しや
すくなります。左側のように治具（黒塗り部分）
などで隙間を埋めてください。

・下図は本機を正面から見た図です。メディア（グ
レー部分）の側面に突起があるときは、左下の図
のように治具（黒塗り部分）などで隙間を埋めて
ください。センサーが突起に引っかかって故障す
るおそれがあります。治具自体にも突起がないも
のを使用してください。

・治具が層状になっているときはテープなどを貼っ
て段差を軽減してください。センサーが段差に
ひっかかり壊れることがあります。
テープは治具の高さをはみ出さないようにしてく
ださい。メディア高さの検出が正しくできませ
ん。

・治具は透明な素材、光を反射しやすい素材で作ら
ないでください。

・テーブルからはみ出すサイズの治具は使用できま
せん。

・治具をセットするときは以下をご覧ください。
U「テーブル仕様」22ページ

・鏡のように光を強く反射するメディアには印刷しない
でください。UV光を反射してノズルの目詰まりが発生
することがあります。

・本機は曲面にも印刷できますが、メディアの最も高い位
置（A）と印刷面の最も低い位置（B）の差（C）を 1.8
mm以内にすることをお勧めします。

＜曲面に印刷したときの例＞

メディアをテーブルにセットす
る

A 画面に［印刷できます。］と表示されていること
を確認します。

B プリンターカバーを開けます。

基本の印刷
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C メディアの角をテーブル右下の溝の内側（A）に
合わせてセットします。 K

厚さ 0.5 mm以下のメディアをセットしたとき
にテーブルの吸着穴（B）を覆えてない部分があ
るときは、別の用紙などを使ってすべての吸着穴
を覆ってください。メディアを吸着させるとき
に吸着力が弱くなります。

メディア厚が 0.5 mm以下のときは、次の手順に進
みます。メディア厚が 0.5 mmを超えるときは、手
順 5に進みます。

基本の印刷
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D 図のボタンを押します。

メディアがテーブルに吸着されます。

L
・スリープモード時はプリンターカバーを開けても操
作パネルの画面が消えています。操作パネルの画面
をタッチすると、画面が点灯します。

・吸着をしてもメディアの端部が浮き上がるときはマ
スキングテープなどで固定してください。
U「シート状のメディアが反っているときの固定方
法」57ページ

E メディアをテーブルに置いた状態で、テーブルか
らメディアの最も高い位置までの高さを測りま
す。

治具を使用しているときは、治具の高さを含めて
テーブルから最も高い位置の高さを測ってくださ
い。
測った高さはメディア高さの設定時に必要となり
ますので記録してください。

F プリンターカバーを閉めます。

基本の印刷
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シート状のメディアが反ってい
るときの固定方法
0.5 ｍｍより厚いメディアやメディアに反りがあると
き、本機の吸着機能を使ってもメディアの端部が浮き上
がるときは、メディアの外周をマスキングテープなどで
テーブル上に固定します。印刷が終わるまで剥がれない
ようしっかりと固定してください。
マスキングテープなどが剥がれたり、浮き上がっていた
り、折れ曲がったりしないようにしてください。

L
シート状のメディアをテーブルにマスキングテープなどで固
定した場合、メディア高さが［自動］のときは、マスキング
テープの高さを含んだ高さを検出します。［手動］のときは、
マスキングテープの高さ分、メディアギャップが狭くなるの
で、プリントヘッドとマスキングテープとの擦れでマスキン
グテープが剥がれる可能性があります。メディア高さに、メ
ディアの厚みとマスキングテープの厚みを足した値を設定し
てください。

基本の印刷
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セットしたメディアの設定（適
切なメディア高さに設定する）
印刷を開始する前に、必ずメディア高さの設定を行いま
す。

K
セットしたメディアの高さを適切に設定しないと、プ
リントヘッドとメディアが接触して故障の原因となっ
たり、印刷結果の文字や画像がぼやけて印刷品質が低
下したりします。

メディア高さの設定方法は、自動と手動の 2通りありま
す。現在、どちらの設定方法を選択しているかはホーム
画面の以下の囲みの部分で確認できます。

どちらの設定方法を使うのが効率的かは、作業状況や使
用するメディアによります。以下を参考にしてくださ
い。

［手動］が適している例
・よく使うメディア種類が決まっていて、時々でメディア
を変えて印刷する場合。

・アクリル板などのようにパッケージに厚みが明記され
ている場合。

・［自動］で測定が難しいメディアを使用する場合。

・点字印刷をする場合。
U「メディア高さ設定の種類と概要」52ページ

［手動］の［自動測定して取得］が適している例
・同じメディア形状の印刷を数回続けて行う印刷作業の
場合。

・シート状の薄いメディアで、スケールを見て高さを確認
しにくい場合。

・［自動］で測定できるメディアの場合。

［自動］が適している例
・1回の印刷ごとにメディア形状が異なるような小ロッ
トで多彩な印刷作業の場合。

・［自動］で測定できるメディアの場合。

以降で、次の操作手順を説明します。

・手動設定で新規にメディア高さを設定する
U「手動設定の操作（新規にメディア高さを設定す
る）」58ページ

・すでに登録しているメディア番号を選んでメディア高
さを設定する
U「すでに登録しているメディア番号を選んで設定す
る」59ページ

・自動でメディア高さを測定する
U「自動でメディア高さを測定するとき」59ページ

手動設定の操作（新規にメディア高
さを設定する）
手動でメディアの高さを設定した値は、本機のメディア
設定メニューの［登録メディア管理］に登録されます。
一度登録すれば、次回以降は、高さの測定や登録の手間
なく、呼び出してすぐに印刷の工程に進むことができま
す。30個まで登録できますので、よく使うメディア別に
登録すれば効率よく印刷前の設定ができます。

A （メニュー）-［メディア設定］-［登録メディ
ア管理］の順に押します。

B メディア高さを登録する登録メディア番号を押
します。

未登録の番号を選択します。

基本の印刷
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C［登録名称の変更］を押して名称を入力し、［OK］
を押します。

D［メディア高さ］-［手動］の順に押して、メディ
アの高さを入力して［OK］を押します。

入力する値は、「メディアをテーブルにセットす
る」の手順 5で測ったメディアの高さです。

E ホーム画面に戻ります。メディア情報エリアに
選択したメディア番号と入力した名称、［メディ
ア高さ］のエリアに設定した高さの値が表示され
たことを確認します。

K

メディアギャップは 1.2 mmのまま使用しま
す。
・メディアギャップをむやみに広げるとプリントヘッ
ドのノズルが目詰まりしたり、本機外装の内側がイ
ンクで汚れたりします。
印刷時にプリントヘッドがこすれて汚れる、印刷時
に UVランプの熱でメディアが温められて変形する
ときに限り値が大きくなるように変更します。
U「メディア設定メニュー」89ページ

・点字印刷をするときは、［メディアギャップ］を 2.0
mmに設定してください。メディアギャップを適切
に設定しないと、印刷時にプリンターが故障するお
それがあります。

・メディア高さが 68.6 mm 以上のときは、メディア
ギャップは 1.2 mm 固定になります。

すでに登録しているメディア番号を
選んで設定する

A ホーム画面で、以下の囲みの部分を押します。

B 登録した設定を使用したい登録したメディア番
号を選択します。

自動でメディア高さを測定するとき
ホーム画面の以下の囲みの部分を確認します。［自動］
と表示されていないときは、囲みの部分を押して［自動］
を選択します。

以降は、次項をご覧になり印刷を開始すると、メディア
の高さを自動測定してから印刷が始まります。

基本の印刷
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印刷の開始と中止

開始
アプリケーションから印刷ジョブを送信した後の手順を
説明します。

A ジョブの受信が完了すると、以下のように画面に
が表示されます。

K
本機は電源投入後やスリープモード復帰後は
ヒーターのウォームアップが必要なため、印刷開
始までに時間がかかります。ヒーターのウォー
ムアップ中は以下のように画面にヒーターの
ウォームアップのカウントダウンが表示されま
す。カウントダウン中は印刷を開始しないでく
ださい。カウントダウンの完了を待たずに、印刷
を開始すると、印刷品質が低下する可能性があり
ます。

B メディアがセットされていることを確認し、
を押します。

中止
印刷を中止したい場合、または本機で受信中、受信済み
のジョブをキャンセルしたい場合に実施します。

A 画面の状態表示エリアの右端にある （ポー
ズ）を押します。

B ［中止］を選択します。

印刷またはジョブの受信が止まり、ジョブが削除さ
れます。

メディアの取り外し

A 印刷完了画面が表示されたら、プリンターカバー
を開けます。

B メディアの吸着をオンにしているときは、図のボ
タンを押します。

吸着が終了します。

C メディアを取り外します。

D プリンターカバーを閉めます。

基本の印刷

60



メンテナンス

メンテナンスの種類と実施時期
本機の印刷品質を維持するためには、清掃や消耗品の交換が必要です。
適切なメンテナンスを怠ると、印刷品質の低下や製品が早期に寿命にいたる原因になったり、修理が必要の際に有償にな
ることがあります。画面にメッセージが表示されたら必ずメンテナンスを実施してください。

清掃箇所と実施時期

実施時期 清掃箇所

・毎日
・テーブルにインクの汚れが付いたとき

Aテーブルの清掃
U「テーブルの清掃」66ページ

・1カ月に 1回
・印刷された部分が硬化していないとき

BUVランプカバーの清掃
U「UVランプカバーの清掃」67ページ
手順は YouTubeから動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

プリントヘッドのクリーニングをしても印
刷面が汚れるとき

Cプリントヘッド周辺の清掃
U「プリントヘッド周辺の清掃」65ページ
手順は YouTubeから動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

本機の内部に汚れが付着したとき Dプリンターカバーや外装カバーの内側
U「本機内部の清掃」68ページ

メンテナンス
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消耗品の箇所と交換時期

実施時期 交換箇所

操作パネルの画面にインク残量が限界値以
下のエラーが表示されたとき

Aインクパック
U「インクパックの交換」69ページ

操作パネルの画面に交換を促すメッセージ
が表示されたとき

Bワイパーユニット
U「ワイパーユニットの交換」70ページ

本機の UV インクから出る臭いが気になる
とき

Cエアフィルターの交換
U「エアフィルターの交換」71ページ

その他のメンテナンス
実施時期 実施事項

・毎日の印刷業務開始前（WHのみ）
・操作パネルの画面にかくはんを促すメッ
セージが表示されたとき

インクパックのかくはん
U「インクパックの定期かくはん」72ページ

・毎日の印刷業務開始前
・ノズルが目詰まりしているか確認したい
とき

・目詰まりしている色を確認したいとき

・水平方向のスジ/濃淡ムラ（バンディン
グ）が見られるとき

ノズルの目詰まりチェック
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

・印刷物にかすれや欠けがあるとき

・ノズルの目詰まりチェックの結果、目詰ま
りが確認されたとき

プリントヘッドのクリーニング
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ

メンテナンス
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準備するもの
清掃や交換を始める前に、以下のものを準備してくださ
い。
インクパックやメンテナンス用の交換パーツ、クリーニ
ング棒、クリーニング液は、本機用のものをご用意くだ
さい。
U「消耗品とオプション」103ページ

保護メガネ（市販品）
インクやクリーニング液が目に入らないように保護しま
す。以下の作業時に使用します。

・テーブルの清掃

・UVランプカバーの清掃

・プリントヘッド周辺の清掃

マスク（市販品）
以下の作業時に使用します。

・テーブルの清掃

・UVランプカバーの清掃

・プリントヘッド周辺の清掃

手袋（市販品）
以下の作業時に使用します。

・テーブルの清掃

・UVランプカバーの清掃

・プリントヘッド周辺の清掃

・エアフィルターの交換 （消耗品に手袋が付属されてい
ます）

柔らかい布（市販品）
以下の作業時に使用します。

・テーブルの清掃

・本機内部の清掃

・UVランプカバーの清掃

ペーパータオル（市販品）
以下の作業時に使用します。

・テーブルの清掃

・本機内部の清掃

スクレーパー（本体付属）
UVランプカバーの清掃時に使います。

クリーニング棒（消耗品）
プリントヘッド周辺の清掃時に使用します。

クリーニング液（消耗品）
プリントヘッド周辺の清掃時に使用します。

カップ（市販品）
プリントヘッド周辺の清掃時に使用します。

金属製のトレイ（市販品）
使用済みのクリーニング棒を置いたり、プリントヘッド
周辺の清掃時にインク汚れを防いだりするのに使いま
す。

作業時のご注意

・メンテナンス作業をするときは、保護メガネ、手袋、
マスク、保護衣などを着用してください。
インク、クリーニング液が皮膚に付着したときや目
や口に入ったときは、以下の処置をしてください。
・皮膚に付着したときは、多量の石けん水で洗い流してく
ださい。皮膚に刺激を感じたり変化があるときは、医師
の診断を受けてください。

・目に入ったときは、すぐに水で洗い流してください。そ
のまま放置すると目の充血や軽い炎症を起こすおそれが
あります。異常があるときは、医師の診断を受けてくだ
さい。

・口に入ったときは、速やかに医師に相談してください。
・飲み込んだときは、無理に吐かせずに速やかに医師に相
談してください。無理に吐かせると、吐いたものが気管
に入ることがあり危険です。

・インクパック、クリーニング液は子どもの手の届か
ない場所に保管してください。

・本機からメディアを取り外してから作業を始めてくだ
さい。

メンテナンス
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・清掃の対象箇所以外の部品や基板には絶対に触らない
でください。本機の故障や印刷品質低下の原因となり
ます。

・クリーニング棒は、常に新品を使用してください。一度
使用したものを再利用すると、かえって汚れが付着する
原因となります。

・クリーニング棒の先は手で触らないでください。皮脂
が付着し、機能が損なわれることがあります。

・作業の前に金属製のものに触れて、作業者の静電気を逃
がしてください。

・メンテナンス時にプリントヘッドやプリントヘッド周
辺に水やアルコールが付かないように注意してくださ
い。UVインクは水やアルコールと混ざると異物が発生
するため、ノズル詰まりの原因になります。

・インクで画面が汚れるおそれがあるため、インクが付着
したままの手袋で画面を操作しないでください。
画面が汚れたときは水に柔らかい布を浸し、よく絞って
から拭いてください。

メンテナンス
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清掃

クリーニング液の使い方
クリーニング液は、プリントヘッド周辺の清掃時に、ク
リーニング棒に染み込ませて使用します。

K
・使用箇所で指定された箇所以外の清掃には使用しな
いでください。部品が傷つくおそれがあります。

・開封後の使用、保管状況によっては、クリーニング
液が変色することがあります。

・クリーニング液に変色や異臭があるときは、使用を
中止して新しいクリーニング液をお使いください。

・使用後は蓋をしっかり閉め、高温多湿、直射日光を
避けて保管してください。

・一度清掃に使ったクリーニング液は、次回清掃時に
使わないでください。汚れたクリーニング液を使う
と、かえって汚れが付着します。

・使用済みのクリーニング液は、産業廃棄物です。廃
インクと同じ方法で廃棄してください。
使用済み消耗品の処分U「廃棄」75ページ

A クリーニング液の蓋を外します。

B カップをトレイに載せてクリーニング液を
10ml程度注ぎます。

C クリーニング棒にクリーニング液を染み込ませ
ます。

このとき、クリーニング棒からクリーニング液が垂
れないように注意してください。

プリントヘッド周辺の清掃
プリントヘッドのクリーニングをしても印刷面が汚れる
ときは、プリントヘッドの周辺にインクや糸くずが堆積
している可能性があります。以下の手順で清掃してくだ
さい。

清掃時のご注意

K
以下を守らないと、故障の原因になります。

・プリントヘッドを手で動かさない。

・クリーニング棒で図の 部分には触らない。

作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」63ページ

・プリントヘッド周辺の汚れが取れにくいときは、汚れた
クリーニング棒をクリーニング液ですすいで清掃し直
してください。クリーニング棒がひどく汚れていると
きは新品に交換してください。

メンテナンス
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清掃方法
手順は YouTubeから動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

A 本機の電源が入っていることを確認します。

B （プリンターのお手入れ）-［部品清掃］-
［ヘッド周辺］を押します。

C メッセージの内容を確認し、［開始］を押しま
す。

D ［操作方法を見る］を押すと手順を確認できま
す。

以降、画面の手順に従って作業してください。

E 清掃が終了したらプリンターカバーを閉め、操作
パネルの画面で［終了］を押します。

プリントヘッドが通常の位置に戻り設定メニュー
が終了します。
清掃終了後はノズルの目詰まりチェックの実施を
お勧めします。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

使用済み消耗品の処分U「廃棄」75ページ

テーブルの清掃
毎日実施する清掃とテーブルにインクの汚れがついたと
きの清掃手順を説明します。状況に応じて以下をご覧く
ださい。
U「毎日の清掃」66ページ
U「インクの汚れがついたときの清掃」66ページ
作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」63ページ

毎日の清掃
テーブルにホコリが付着していると、ノズルの目詰まり
の原因になります。毎日、以下の手順で清掃してくださ
い。

A プリンターカバーを開けます。

B 柔らかい布またはペーパータオルを使って、ホコ
リや汚れを拭き取ります。

汚れがひどいときは中性洗剤を少量入れた水に柔
らかい布またはペーパータオルを浸し、よく絞って
から拭いてください。その後、乾いた柔らかい布ま
たはペーパータオルで水気を拭いてください。

K
ベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の
薬品は使用しないでください。変色、変形するお
それがあります。

C プリンターカバーを閉めます。

インクの汚れがついたときの清掃
テーブルにインクの汚れがついたときは、インクが硬化
する前に以下の手順で清掃してください。インクが硬化
するとインクの汚れが取れにくくなります。

A プリンターカバーを開けます。
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B 中性洗剤を少量入れた水に柔らかい布または
ペーパータオルを浸し、よく絞ってから拭きま
す。その後、乾いた柔らかい布またはペーパータ
オルで水気を拭いてください。

K
ベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の
薬品は使用しないでください。変色、変形するお
それがあります。

C プリンターカバーを閉めます。

使用済み消耗品の処分U「廃棄」75ページ

UVランプカバーの清掃
UVランプカバーに付着したインクを取るために、1カ月
に 1回、付属のスクレーパーを使用して清掃をしてくだ
さい。
また、印刷された部分が硬化しなくなったときにも UVラ
ンプカバーの清掃をしてください。メディアによっては
UVランプカバーを清掃しても、硬化しにくいことがあり
ます。

K
以下を守らないと、故障の原因になります。

・プリントヘッドを手で動かさない。

・ガントリーに触らない。

・図の 部分は触らない。

作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」63ページ
手順は YouTubeから動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

A （プリンターのお手入れ）-［部品清掃］-
［UVランプ］の順に押します。

B メッセージの内容を確認し、［開始］を押しま
す。

プリントヘッドがメンテナンス位置まで移動しま
す。

C プリンターカバーを開けます。
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D プリントヘッドを底面からのぞき込んで清掃し
ます。UV ランプカバーのガラス面にスクレー
パーを押し当て、付着したインクをかき取りま
す。

E かき取ったインクの粉が本機に落ちているとき
は、柔らかい布を使って拭き取ります。

F プリンターカバーを閉め、操作パネルの画面で
［終了］を押します。

プリントヘッドが元の位置に戻ります。

本機内部の清掃
プリンターカバーや外装カバーの内側にインクの汚れな
どが付着して機内が見えにくくなったときは、以下の手
順で清掃してください。

A プリンターカバーを開けます。

B 水に浸してよく絞った柔らかい布またはペー
パータオルでプリンターカバー内側の汚れを拭
き取ります。

水拭きだけで落ちない汚れは、薄めた中性洗剤に浸
してよく絞った柔らかい布またはペーパータオル
で拭き取ってください。

C 外装カバーの透明部分の内側（図の 部分）
の汚れも拭き取ります。

K
図の用に模様が入っている部分まで清掃しない
でください。本機の奥側に手を入れるとけがを
するおそれがあります。
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D プリンターカバーを閉めます。

使用済み消耗品の処分U「廃棄」75ページ

消耗品の交換

インクパックの交換

K
プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正
品のインクパックを使用することをお勧めします。純
正品以外のものをご使用になりますと、プリンター本
体や印刷品質に悪影響が出るなど、プリンター本来の
性能を発揮できない場合があります。純正品以外の品
質や信頼性について保証できません。非純正品の使用
に起因して生じた本体の損傷、故障については、保証
期間内であっても有償修理となります。

交換時のご注意

K
［インク量が限界値以下のためインクパック交換が必
要です。］と表示されたら、速やかに新しいインクパッ
クと交換してください。
インクの残量警告が表示された状態のまま放置する
と、プリントヘッド等が故障するおそれがあります。

・1色でもインク残量が限界値以下になると、印刷はでき
ません。
印刷途中でインク残量が限界値以下になったときは、そ
のインクパックを交換すれば印刷は続行されます。イ
ンクの残量が少なくなったインクパックを使い続ける
と、印刷途中でインクパックの交換が必要になることが
あります。印刷途中で交換するとインクの乾き具合に
より、色味が異なって見えることがあります。許容でき
ないときは、事前に新品のインクパックと交換して印刷
することをお勧めします。取り外したインクパック
は、再び装着してインク残量が限界値以下になるまで使
うことができます。
インクパックの交換は、以降の手順で行います。

・全インクパックトレイにインクパックをセットしてく
ださい。インクパックがセットされていないインク
パックトレイが 1色でもあると印刷できない、または故
障の原因となります。

・インクパックを振るときは、インクパックトレイにセッ
トした状態のまま下図の通り、色ごとに以下の回数、水
平方向によく振ってください。

・ホワイトインク（WH）：17秒間に 50回程度

・その他のインク：7秒間に 20回程度
バーニッシュインクはかくはん不要です。

・取り外したインクパックはインク供給孔部にインクが
付いていることがありますので、インク供給孔部に触ら
ないようご注意ください。

交換方法
交換を促すメッセージが表示されたとき
［操作方法を見る］を押します。作業手順を見ながらイ
ンクパックの交換ができます。
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印刷量に対してインクの残量が少ないので交換
したいとき

A インクパックカバーを開けます。

B 操作パネルの画面で［操作方法を見る］を押すと
手順を確認できます。

以降、画面の手順に従って、作業してください。

使用済み消耗品の処分U「廃棄」75ページ

ワイパーユニットの交換

交換時のご注意

・ワイパーユニットを分解しないでください。
分解するとインクが目に入ったり皮膚に付着するお
それがあります。

・子どもの手の届かない場所に保管してください。

・ワイパーユニットを落としたり、強い衝撃を与えたりし
ないでください。

・ワイパーユニットの図の 部分は触らないでくだ
さい。

・直射日光を避けてください。

・高温下、および凍結状態での保存は避けてください。

・使用後のワイパーユニットは新品のワイパーユニット
に付属しているカバーを必ず付けて、廃棄用の袋に入れ
て、保管・廃棄してください。
U「使用済みワイパーユニットの廃棄」77ページ

・使用後のワイパーユニットは廃棄用の袋に入れる前は
布部を下にしないでください。

・ワイパーユニットの布部を手で巻かないでください。
正常に動作しない、もしくは破損するおそれがありま
す。

・ワイパーユニットをむやみに抜き差ししないでくださ
い。状況によりワイパーユニットが使用できなくなる
ことがあります。

交換方法
［ワイパーユニットの交換時期です。］と表示されたら
以下をご覧になり、本機専用のワイパーユニットを交換
してください。交換しないと印刷できません。
U「消耗品とオプション」103ページ
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作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」63ページ

A［ワイパーユニットの交換時期です。］の画面で
［操作方法を見る］を押します。

メッセージが表示されていないときは、 （プリ
ンターのお手入れ） - ［メンテナンスパーツ交換］-
［ワイパーユニット］の順に押します。

B ［操作方法を見る］を押すと手順を確認できま
す。

以降、画面の手順に従って作業してください。

使用済みワイパーユニットは以下の手順で袋に入れて廃
棄してください。袋は新品のワイパーユニットに付属さ
れています。
U「使用済みワイパーユニットの廃棄」77ページ

エアフィルターの交換
UVインクから出る臭いが気になるようになったらエア
フィルターを交換してください。交換の目安は 6カ月で
す。エアフィルターは手前側と奥側にあります。2つと
も交換してください。
以下をご覧になり、本機専用のエアフィルターと交換し
てください。
U「消耗品とオプション」103ページ

K
・エアフィルターのカバーを強く押し込まないように
してください。破損するおそれがあります。

・奥側のエアフィルターを交換する際に、ガントリー
が手前に動きます。ガントリーの天板部分に荷重を
かけないでください。天板が曲がったり破損したり
すると正常に印刷ができなくなります。

作業を行う前に、必ず以下をお読みください。
U「作業時のご注意」63ページ
以下の手順で交換しないと、エアフィルターを取り外し
たときにエラーが発生します。

A （プリンターのお手入れ）-［メンテナンス
パーツ交換］-［エアフィルター］の順に押しま
す。

B 手前側のエアフィルターを交換します。メッ
セージの内容を確認し、開始を押します。

C ［操作方法を見る］を押すと手順を確認できま
す。

以降、画面の手順に従って作業してください。

D 手前側のエアフィルターの交換が完了すると、画
面に奥側のエアフィルターを交換する案内が表
示されます。［操作方法を見る］を押すと手順を
確認できます。

以降、画面の手順に従って作業してください。

使用済みエアフィルターは以下の手順で袋に入れて廃棄
してください。袋は新品のエアフィルターに付属されて
います。
U「使用済みエアフィルターの廃棄」78ページ
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その他のメンテナンス

インクパックの定期かくはん
かくはん時期をお知らせするメッセージが表示された
ら、速やかにインクパックをかくはんしてください。

K
本機のインクパックは、インクの特性上、徐々に沈降
（成分が液の底に沈んでたまること）しやすくなって
います。インクが沈降すると、濃淡ムラやノズルの目
詰まりの原因となります。インクパックの装着後は定
期的にインクパックをかくはんしてください。

インクパックを本機に装着後は、以下の頻度でかくはん
時期をお知らせするメッセージが表示されます。

・ホワイトインク（WH）：24時間に 1度

・その他のインク：2週間に 1度
バーニッシュインクはかくはん不要です。

かくはん時のご注意
・インクパックトレイを取り出すときは、トレイ底面に手
を添えてください。片手で作業をすると、トレイを引き
抜いたときに重さでトレイが落下し破損するおそれが
あります。

・インクパックを振るときは、インクパックトレイにセッ
トした状態のまま下図の通り、色ごとに以下の回数、水
平方向によく振ってください。

・ホワイトインク（WH）：10秒間に 30 回程度

・その他のインク：3秒間に 10回程度
バーニッシュインクはかくはん不要です。

・インクパックがセットされたインクパックトレイやイ
ンクパックを強く振ったり、振り回したりしないでくだ
さい。インクが漏れるおそれがあります。

・取り外したインクパックはインク供給孔部にインクが
付いていることがありますので、インク供給孔部に触ら
ないようご注意ください。

かくはん方法
かくはん時期をお知らせするメッセージが表示された
ら、操作パネルの画面で手順を見ながらインクパックの
かくはんができます。

画面全体にメッセージが表示されたとき
［操作方法を見る］を押すと、作業手順を確認できます。

L
画面左上に［閉じる］が表示されているときは、一度画面を
閉じて後でかくはんすることもできます。図のように閉じる
が表示されていないときは、インクパックをかくはんするま
で印刷など他の操作は何もできません。

状態表示エリアにメッセージが表示されたとき
以下の手順で作業手順を確認できます。
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A 画面の状態表示エリアを押します。

B［メッセージ一覧］でインクかくはん時期をお知
らせするメッセージを押します。

C ［操作方法を見る］を押すと手順を確認できま
す。以降、画面の手順に従って、作業してくださ
い。

ノズルの目詰まりチェック
印刷の前に目詰まりがないか確認したいときや印刷結果
にスジやムラが見られるときにチェックパターンを印刷
します。印刷されたチェックパターンを目視で確認して
ノズルの目詰まりがあるか確認します。
良好な印刷品質を維持するために、ノズルの目詰まりを
チェックしてから印刷することをお勧めします。
チェックパターンの印刷方法は、以降をご覧ください。

使用可能なメディア
チェックパターンの印刷には、以下のメディアが必要で
す。

サイズ
A4

メディアの種類
インクジェット対応の透明なシート状のメディア

ノズルチェックパターンの印刷方法

A インクジェット対応の透明なメディアをテーブ
ルにセットします。

メディアを縦長にして、印刷領域内の原点にメディ
アの右角を合わせてセットします。
U「メディアをテーブルにセットする」54ページ

B 本機画面の［メディアギャップ］が 1.2 mmに
なっていることを確認します。

［メディアギャップ］が 1.2 mmになっていないと
きは、［メディアギャップ］を押して、1.2 mmに
設定します。

L
よく使うメディアの設定は、［登録メディア管理］に
30個まで登録できます。ノズルチェックパターン印
刷用に一度登録しておけば、次回以降はメディア情報
エリアを押して登録したメディア No.を選択するだけ
で設定を呼び出すことができて便利です。
U「メディアに合わせてメディア高さやメディア
ギャップを登録したいとき」101ページ

C （プリンターのお手入れ）-［プリントヘッ
ドのノズルチェック］の順に押します。

D チェックパターンを印刷する位置を確認しま
す。

画面に現在設定されている印刷位置が表示されま
す。
［印刷位置］は［手前側］、［中央］、［奥側］か
ら選択できます。通常は［手前側］が選択されてい
ます。印刷位置を変更することで A4サイズに最大
3回チェックパターンを印刷できます。印刷位置を
変更したいときは、［印刷設定］を押すと設定を変
更できます。
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E テーブルにメディアがセットされていることを
確認し、［開始］を押します。

ノズルチェックパターンが印刷されます。

F 印刷が完了したら、プリンターカバーを開けま
す。

G 図のボタンを押して、吸着を終了し、メディアを
取り外します。

H プリンターカバーを閉めます。

I 印刷されたノズルチェックパターンを確認しま
す。

目詰まりしていないときの例

チェックパターンが欠けていません。

目詰まりしているときの例

ノズルチェックパターンが欠けているときは、プリ
ントヘッドのクリーニングをしてください。
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ

プリントヘッドのクリーニング
プリントヘッドのクリーニングには、［クリーニング（推
奨）］、および［クリーニング（弱）］［クリーニング
（強）］の 2段階のクリーニング、［インク循環クリー
ニング（ホワイト）］があります。
［クリーニング（推奨）］は最適な強度のクリーニング
を行います。1度のクリーニングでノズルの目詰まりが
解消されないときも、［クリーニング（推奨）］を続け
て実施すると、強度を選ばなくても最適な強度のクリー
ニングが実施されます。クリーニングの強度を選んでク
リーニングしたいときは、［クリーニング（弱）］また
は［クリーニング（強）］を行います。手順は次項をご
覧ください。
［インク循環クリーニング（ホワイト）］は印刷結果の
白が元の白さより薄いときや、白がムラになるときに実
施します。手順は以下をご覧ください。
U「白が元の白さより薄くなった/白がムラになる」100
ページ

A 電源が入っていることを確認し、 （プリン
ターのお手入れ）-［プリントヘッドのクリーニ
ング］の順に押します。

B クリーニング方法を選択します。

C ［全色］または［クリーニングする色を選択］を
選択します。

全色のとき
手順 5に進みます。

クリーニングする色を選択のとき
手順 4に進みます。

D ノズルチェックパターンを確認し、クリーニング
する色を選択して［OK］を押します。

ノズルチェックパターンの下に印字されている文
字列は、インク色とノズル列の組み合わせを示して
います。
ノズルチェックパターンが欠けている列を確認
し、クリーニングする色を［カラー］、［ホワイ
ト］、［バーニッシュ］から選択します。M、C、
Y、BKのいずれかに欠けがあるときは［カラー］を
選択します。
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下図のような場合は、Mが欠けているので、［カ
ラー］を選択します。

E メッセージの内容を確認し、［開始］を押しま
す。

クリーニングが開始されます。クリーニングが終
了したら確認画面で［はい］を選択し、ノズルチェッ
クパターンを印刷して目詰まりが解消されたか確
認することをお勧めします。

目詰まりが解消されたとき
通常の作業を再開してください。

目詰まりが解消されないとき
・クリーニング（推奨）を行ったとき
手順 1に戻って［クリーニング（推奨）］を実施
します。［クリーニング（推奨）］を複数回実施
しても、目詰まりが解消されないときは、印刷し
ない状態で 12時間放置した後、ノズルチェック
パターンを印刷します。目詰まりが解消しないと
きは［クリーニング（推奨）］を実施してくださ
い。
それでも改善されないときは、お買い求めの販売
店またはエプソンソリューションコールセンター
にご相談ください。
U「お問い合わせ先」114ページ

・クリーニング（弱）を行ったとき
手順 1に戻って［クリーニング（強）］を実施し
ます。複数回［クリーニング（強）］を実施して
も、目詰まりが解消されないときは、印刷しない
状態で 12 時間放置した後、ノズルチェックパ
ターンを印刷します。目詰まりが解消しないとき
は［クリーニング（弱）］を実施してください。
それでも改善されないときは、お買い求めの販売
店またはエプソンソリューションコールセンター
にご相談ください。
U「お問い合わせ先」114ページ

使用済み消耗品の処分
以下のいずれかの方法で処分してください。

回収
使用済みのインクパックは、資源の有効活用と地球環境
保全のため回収にご協力ください。

エプソンは使用済み純正インクパックの回収活動を通
じ、地球環境保全と教育助成活動を推進しています。
便利でお得な「引取り回収サービス」で回収リサイクル
活動にご協力ください。他にも、店頭回収ポストや郵便
局での回収、学校でのベルマーク活動による回収などの
サービスがあります。詳しくはエプソンのウェブサイト
をご覧ください。
https://www.epson.jp/recycle/

廃棄
使用済みの以下のインク付着物は産業廃棄物です。

・ワイパーユニット

・エアフィルター

・インク充填キット

・柔らかい布

・ペーパータオル

・クリーニング棒

・クリーニング液
産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、法令
に従って廃棄してください。委託時には、製品安全デー
タシートを産業廃棄物処理業者に提出してください。
製品安全データシートは、エプソンのウェブサイト
（https://www.epson.jp）からダウンロードできます。

使用済みインク充填キットの廃
棄
セットアップ時に使用したインク充填キットは以下の手
順で付属の袋に入れて、廃棄してください。

メンテナンス
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廃棄時のご注意
・使用済みインク充填キットをプリンターから取り外し
た後は、廃棄用袋に入れるまで傾けないでください。

・使用済みインク充填キットを袋に入れた後は袋の口を
下に向けないでください。インクが漏れるおそれがあ
ります。

廃棄方法

A 付属の廃棄用袋を準備します。

B 初期充填時に取り外したインク充填キットのカ
バーを使用済みインク充填キットに付けます。

C 使用済みのインク充填キットを袋に入れます。

D テープの剥離紙を剥がします。

E テープの手前に袋の口がくるように袋を折りま
す。

テープには袋の口を貼り付けないでください。

メンテナンス
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F 袋の口をもう 1回折って、テープに貼り付けて封
をします。

以降は、以下をご覧になり廃棄してください。
U「廃棄」75ページ

使用済みワイパーユニットの廃
棄
使用済みワイパーユニットは以下の手順で新品のワイ
パーユニットに付属している袋に入れて、廃棄してくだ
さい。

A 新品のワイパーユニットに付属している袋を準
備します。

B 新品のワイパーユニットに付いていたカバーを
使用済みのワイパーユニットに付けます。

K
ワイパーユニットの図の 部分は触らない
でください。

C 使用済みのワイパーユニットを袋に入れます。

メンテナンス
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D テープの剥離紙を剥がします。

E テープの手前に袋の口がくるように袋を折りま
す。

テープには袋の口を貼り付けないでください。

F 袋の口をもう 1回折って、テープに貼り付けて封
をします。

以降は、以下をご覧になり廃棄してください。
U「廃棄」75ページ

使用済みエアフィルターの廃棄
使用済みエアフィルターは以下の手順で新品のエアフィ
ルターに付属している袋に入れて、廃棄してください。

A 新品のエアフィルターに付属している袋を準備
します。

B 使用済みのエアフィルターを袋に入れます。

C テープの剥離紙を剥がします。

D テープの手前に袋の口がくるように袋を折りま
す。

テープには袋の口を貼り付けないでください。

メンテナンス
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E 袋の口をもう 1回折って、テープに貼り付けて封
をします。

以降は、以下をご覧になり廃棄してください。
U「廃棄」75ページ

メンテナンス
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操作パネルのメニュー

設定メニュー一覧
設定メニューで設定・実行できる項目と各設定値は以下の通りです。各項目の詳細は参照ページをご覧ください。

本体設定
各項目の詳細U「本体設定メニュー」84ページ

設定項目 設定値

基本設定

画面の明るさ設定 1～9

音の設定

操作音 0～3

正常終了音 0～3

準備完了音 0～3

注意音

音量 0～3

繰り返し鳴動 しない、停止されるまで

エラー音

音量 0～3

繰り返し鳴動 しない、停止されるまで

音の種類 パターン 1、パターン 2

スリープ移行時間設定

設定 オン、オフ

スリープ移行時間設定 60～240分

ブレーカー連動起動 オン、オフ

日付/時刻設定

日付/時刻

時差 -12:45～+13:45

言語選択/Language Dutch、 English、 French、German、 Italian、日本語、 Korean、
Portuguese、Russian、Simplified Chinese、Spanish、Traditional Chinese

背景色 グレー、ブラック、ホワイト

キーボード QWERTY、AZERTY、QWERTZ

長さ単位 m、ft/in

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値

プリンター設定

ヘッド移動量 データ幅、プリンター幅

UVランプ オン、オフ

内部照明 自動、手動

脱臭ファン オン、オフ

自動ノズルリフレッシュ オン、オフ

初期設定に戻す ネットワーク設定、全て初期化

ネットワーク設定

無線 LAN接続設定

ルーター

無線 LAN ルーターを検索 無線 LAN 未接続のとき：
［設定に進む］押下で左記の設定項目が表示されます。

無線 LAN 接続済みのとき：
接続状態や設定情報が表示されます。

プッシュボタンで設定（AOSS/WPS）

その他

PIN コード自動設定(WPS)

カンタン自動設定

無線 LAN を無効にする

Wi-Fi Direct

コンピューターとつなぐ Wi-Fi Direct 未接続のとき：
［設定に進む］押下で左記の設定項目が表示されます。

Wi-Fi Direct 接続済みのとき：
接続状態や設定情報が表示されます。

設定を変更する

接続名を変更する

パスワードを変更する

周波数帯を変更する

Wi-Fi Directを無効にする

初期設定に戻す

有線 LAN接続設定

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値

ネットワーク情報 有線・無線接続状態、Wi-Fi Direct接続状態、ステータスシート印刷

接続診断

詳細設定

デバイス名

TCP/IP

プロキシサーバー

IPv6アドレス 有効、無効

Link Speed & Duplex 自動、100BASE-TX Auto、10BASE-T Half Duplex、10BASE-T Full
Duplex、100BASE-TX Half Duplex、100BASE-TX Full Duplex

HTTPを HTTPSにリダイレクト 有効、無効

IPsec/IPフィルタリングの無効化

IEEE802.1Xの無効化

メディア設定
各項目の詳細U 「メディア設定メニュー」89ページ

設定項目 設定値

現在の設定

メディア 01～30

メディア高さ

メディアギャップ

登録メディア管理

01 XXXXXXXXXX～30 XXXXXXXXXX

登録名称の変更

メディア高さ

自動

手動 設定値、自動測定して取得

メディアギャップ 1.2～3.0 mm

操作パネルのメニュー
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プリンターのお手入れ
各項目の詳細U 「プリンターのお手入れメニュー」90ページ

設定項目 設定値

プリントヘッドのノズルチェック

印刷位置 奥側、中央、手前側

プリントヘッドのクリーニング

クリーニング（推奨）

全色

クリーニングする色を選択 カラー、ホワイト、バーニッシュ

クリーニング（弱）

全色

クリーニングする色を選択 カラー、ホワイト、バーニッシュ

クリーニング（強）

全色

クリーニングする色を選択 カラー、ホワイト、バーニッシュ

インク循環クリーニング（ホワイト）

メンテナンスパーツ交換 ワイパーユニット、エアフィルター

部品清掃 ヘッド周辺、UVランプ

印刷調整

プリントヘッドの位置調整

ガントリーずれ調整

原点調整

消耗品情報
メニューの詳細U「消耗品情報メニュー」92ページ

交換部品情報
選択すると、プリントヘッドなどの交換部品の消耗度が表示されます。交換部品の寿命が近づくと、［メンテナンスコー
ル］が表示されます。
U「メンテナンスコール/プリンターエラーが発生したときは」94ページ

情報確認
メニューの詳細U「情報確認メニュー」92ページ

操作パネルのメニュー
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設定メニューの説明

本体設定メニュー
＊はメーカー設定値です。

設定項目 設定値 説明

基本設定

画面の明るさ設定 1～9（9＊） 操作パネルの画面の明るさを調整します。

音の設定

操作音 0～3（1＊） 操作パネルの画面でメニューなどを押したときの音の大きさを設定しま
す。

正常終了音 0～3（3＊） ジョブの印刷やメンテナンス動作が終了したときの音の大きさを設定しま
す。

準備完了音 0～3（3＊） 本機が、印刷準備をできる状態になったときの音の大きさを設定します。

注意音 消耗品の交換時期や部品清掃時期などを知らせる音の大きさと繰り返しを
設定します。
［停止されるまで］を選択したときは、画面を押したりいずれかのカバーを
開けたりすると音が止まります。

音量 0～3（2＊）

繰り返し鳴動 しない＊

停止されるまで

エラー音 印刷を継続できないエラーが発生したときの音の大きさと繰り返しを設定
します。
［停止されるまで］を選択したときは、画面を押したりいずれかのカバーを
開けたりすると音が止まります。

音量 0～3（3＊）

繰り返し鳴動 しない

停止されるまで＊

音の種類 パターン 1＊ 音の種類を設定します。本機の設置環境に合わせて聞き取りやすい音に設
定できます。

パターン 2

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

スリープ移行時間設定 エラーが発生していない状態で印刷ジョブの受信がない状態が、設定時間経
過するとスリープモードに移行します。
スリープモードになると、内部のモーター等がオフになり消費電力が抑えら
れます。
以下の動作を行うと、スリープモードから復帰します。
・印刷ジョブを受信

・ノズルチェックパターンを印刷
・プリントヘッドのクリーニング
・保守クリーニング

スリープモードからの復帰時には画面に［復帰処理中］が表示されます。復
帰処理にはメンテナンス動作やヒーターのウォームアップが入るため復帰
に時間がかかります。
なお、操作パネルの画面にタッチしたときは、画面は点灯しますが、スリー
プモードからは復帰していません。

設定 オン＊

オフ

スリープ移行時間設
定

60～240（60＊）

ブレーカー連動起動 オン＊ ブレーカーのスイッチを入れたときに連動して本機の電源を入れる（［オ
ン］）、入れない（［オフ］）を選択します

オフ

日付/時刻設定

日付/時刻 内蔵時計の日時を設定します。ここで設定した時刻はホーム画面に表示さ
れます。また、ジョブ履歴や Epson Edge Dashboardでプリンターステータ
スを表示させるときにも使用されます。

時差 -12:45～+13:45 協定世界時（UTC）との時差を 15分刻みで設定します。時差があるネット
ワーク環境で本機を管理するときなどに必要に応じて設定します。

言語選択/Language Dutch 操作パネルの画面の表記言語を設定します。

English

French

German

Italian

日本語＊

Korean

Portuguese

Russian

Simplified Chinese

Spanish

Traditional Chinese

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

背景色 グレー 操作パネルの画面の配色を設定します。本機を設置している環境に応じて
見やすい配色に設定できます。

ブラック＊

ホワイト

キーボード QWERTY＊ メディア設定の登録名称を入力するときなどに表示される文字入力画面の
キー配列を選択します。

AZERTY

QWERTZ

長さ単位 m＊ 操作パネルの画面の表記やパターン印刷時に使用する長さの単位を設定し
ます。

ft/in

プリンター設定

ヘッド移動量 データ幅＊ 印刷時にプリントヘッドが移動する範囲を設定できます。
［データ幅］は、印刷データ幅の範囲でプリントヘッドが移動します。プリ
ントヘッドの移動範囲が狭くなるため、印刷速度が向上します。
［プリンター幅］は、本機の最大メディア幅の範囲でプリントヘッドが移動
します。印刷品質が均一で、よりムラのない印刷品質をお求めのときは、こ
ちらに設定します。

プリンター幅

UVランプ オン＊ UVランプを使用する（［オン］）/使用しない（［オフ］）かを選択します。
［オン］のときは、印刷中に UV光を照射し、インクを硬化させます。通常
は［オン］のままお使いください。
［オフ］のときは、印刷中に UV光は照射されません。印刷後はインクが硬
化されていないため、インクが皮膚に触れないようにしてください。アレル
ギー性皮膚反応を起こすなど人体に有害な影響を与えるおそれがありま
す。
本機能を［オフ］にしていると、Epson Edge Print PROから印刷ジョブを送
信したり、印刷後に［層数と重ね順の設定］で［単層（UVランプ追加照射
のみ）］を設定したりしても、UV光は照射されません。

オフ

内部照明 自動＊ 本機内部にある照明の点灯/ 消灯を自動で行うか選択します。
［自動］は、印刷中など照明が必要な動作時に自動で点灯し、動作が終了す
ると消灯します。
［手動］は、操作パネルの を押したときにのみ照明が点灯/消灯します。
点灯不可の動作中に を押したときは、点灯可能になってから点灯しま
す。

手動

脱臭ファン オン＊ 脱臭ファンを使用する（［オン］）/使用しない（［オフ］）を選択します。
通常は［オン］のままお使いください。
スリープ中は脱臭ファンは［オフ］になります。脱臭ファンを使用し続けた
いときは、［スリープ移行時間設定］を［オフ］のままにしてください。

オフ

自動ノズルリフレッ
シュ

オン＊ ノズルの目詰まりを防止するために、自動でクリーニングが実施されます。
通常は［オン］のままお使いください。
インク消費量を抑えたいときは［オフ］にします。
［オフ］にした状態で使い続けると、ノズルの目詰まりが発生するおそれが
あります。
ノズルが目詰まりしたときは［プリントヘッドのクリーニング］をご使用く
ださい。
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ

オフ

初期設定に戻す ネットワーク設定 ［ネットワーク設定］を選択すると、［本体設定］-［ネットワーク設定］の
設定値のみをメーカー設定値に戻します。
［全て初期化］を選択すると、本機のメニューの全設定をメーカー設定値に
戻します。

全て初期化

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

ネットワーク設定

無線 LAN接続設定

ルーター 未接続・無効のとき
本設定を選択し、次画面で［設定に進む］を押すと、［無線 LANルーターを
検索］などのメニューが表示され接続操作が行えます。
接続済みのとき
押すと、接続状態や設定情報が表示されます。［設定を変更する］を押す
と、［無線 LANルーターを検索］などのメニューが表示され、アクセスポイ
ントの切り替えができます。
U「無線 LANに変更する」31ページ

無線 LAN ルーターを検索 検知されたアクセスポイントの SSIDの一覧が表示されます。一覧から接続
したい SSIDを選択して接続します。

プッシュボタンで設定（AOSS/WPS） お使いの無線 LANルーターがWPS（Wi-Fi Protected Setup）に対応している
と、このメニューで接続操作が行えます。SSIDやパスワードは不要です。
本メニュー選択後に無線 LANルーターのプッシュボタンを点滅するまで押
し続け、再び本機の画面で［設定を開始する］を押すと接続されます。

その他

PIN コード自動設定(WPS) お使いの無線 LANルーターがWPS（Wi-Fi Protected Setup）に対応している
と、このメニューで接続操作が行えます。押すと、PINコードと［設定を開
始する］が表示されます。表示された PINコードを 2分以内にコンピュー
ターから入力し、［設定を開始する］を押すと接続されます。

カンタン自動設定 epson.snからソフトウェアをダウンロード・インストールする際に、画面の
指示に従って本機との接続をするときに使用するメニューです。

無線 LAN を無効にする 実行すると無線 LAN接続が初期化され切断されます。無線 LANで接続トラ
ブルが発生したときに、このメニューを実行して再度接続をすることで問題
が解決することがあります。
また、Wi-Fi を利用しないときに本設定を行うとプリンターから電波が発さ
れないため消費電力を抑えられます。

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

Wi-Fi Direct 未接続・無効のとき
本設定を選択し、次画面で［設定に進む］を押すと、［コンピューターとつ
なぐ］が表示されます。［コンピューターとつなぐ］を押すと、Wi-Fi Direct
が有効になり本機の SSIDとパスワードが表示されます。
接続済みのとき
押すと、本機の SSIDとパスワード、接続済み台数などが表示されます。［設
定を変更する］を押すと、［パスワードを変更する］などのメニューが表示
されます。
U「無線で直接接続する（Wi-Fi Direct）」32ページ

コンピューターとつなぐ

設定を変更する

接続名を変更する プリンターに接続するWi-Fi Direct の接続（SSID）を任意の値に変更します。
接続名（SSID）を変更すると接続しているデバイスは全て切断されます。接
続名を変更した場合は、接続する機器から新しい接続名（SSID）で接続し直
してください。

パスワードを変更する Wi-Fi Directのパスワードを変更できます。パスワードを変更すると接続中
のコンピューターとの接続が全て切断されます。

周波数帯を変更
する

2.4GHz＊ お使いの機器に応じて周波数帯の切り替えが必要な場合にのみ設定変更し
てください。

5GHz

Wi-Fi Directを無効にする 実行すると、Wi-Fi Directで接続中のコンピューターとの接続が全て切断され
ます。特定の機器だけ切断したいときは、対象の機器で本機との接続を切断
してください。

初期設定に戻す Wi-Fi Direct 設定の全てをメーカー設定値に戻します。
また、プリンターが保持しているコンピューターのWi-Fi Direct機能を使っ
た接続情報の登録を削除します。

有線 LAN接続設定 無線 LAN接続を有線 LAN接続に変更したいときに押します。［設定を開始
する］を押すと、無線 LAN接続を無効にします。
U「有線 LANに変更する」31ページ

ネットワーク情報 有線・無線接続状態 詳細設定で設定されているネットワーク設定個々の情報を一括して確認で
きます。
［ステータスシート印刷］を選択すると一覧が印刷されます。Wi-Fi Direct接続状態

ステータスシート印
刷

接続診断 ネットワーク接続状況を確認して、診断結果を画面に表示します。接続に問
題があるときは診断結果に従って対処してください。
U「エラー番号と対処方法」32ページ

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

詳細設定

デバイス名 ネットワーク上で使用する本機の名称を設定します。

TCP/IP 自動設定＊ 本機の IPアドレスをルーターなどの DHCP機能で自動設定します。

手動設定 本機に固定 IPアドレスを割り当てるときに選択し、IPアドレスやサブネッ
トマスクなどの必要情報を入力して設定します。

プロキシサーバー 使用する イントラネットからインターネットへの接続にプロキシサーバーを利用し
ていて、ファームウェアの更新など、本機が直接インターネットにアクセス
する機能を使うときは、［使用する］にして、サーバー名やポート番号を設
定します。

使用しない＊

IPv6アドレス 有効＊ IPv6 機能を有効にするか、無効にするかを選択します。

無効

Link Speed & Duplex 自動＊ 1000BASE-T Full Duplex をお使いのときは、［自動］に設定してください。

100BASE-TX Auto

10BASE-T Half Duplex

10BASE-T Full Duplex

100BASE-TX Half
Duplex

100BASE-TX Full
Duplex

HTTP を HTTPS にリ
ダイレクト

有効＊ HTTP の HTTPS への自動リダイレクト機能を有効にするか、無効にするかを
選択します。

無効

IPsec/IPフィルタリングの無効化 ここでは設定を無効に切り替えることだけができます。
設定の有効化は、内蔵ソフトウェアのWeb Configで行います。
Web Configの起動方法は以下をご覧ください。
U「Web Configの使い方」28ページ

IEEE802.1Xの無効化

メディア設定メニュー
＊はメーカー設定値です。

設定項目 設定値 説明

現在の設定

メディア 01～30 現在選択中のメディア設定の設定値が一覧表示されます。各設定項目を押
すと、設定値を変更できます。

メディア高さ

メディアギャップ

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

登録メディア管理

01 XXXXXXXXXX～30 XXXXXXXXXX（登録名称が表示される）

登録名称の変更 保存するメディア設定に、20 文字以内で名前を付けられます。（全角・半
角どちらも使用可能）区別しやすい名前を付けると、選択時に判別しやすく
なります。

メディア高さ

自動＊ 印刷前にメディアの高さを自動で検出して印刷します。メディアの高さが
わからない、高さが測りにくいものなどのときに選択します。［自動］を使
用するときはメディアが動かないようにメディアを固定する必要がありま
す。
やわらかいメディアは検出できないため、［手動］で設定してください。

手動

設定値 0.0～70.0 mm (0.0＊) メディアの高さがわかっているときに、値を入力します。
例）

・メディアの高さを測ったとき
・アクリル板などの商品パッケージなどに厚さが記載されているとき

自動測定して取得 1回だけ自動で高さを測定し、測定した値を使い続けます。
同じメディアを何回も印刷したいが、メディアの高さがわからないときに選
択すると、毎回自動で測定する時間が短縮できます。

メディアギャップ 1.2～ 3.0 mm (1.2
mm＊)

［メディア高さ］で［手動］を選択したときのみ、使用できます。
プリントヘッドとメディアの間隔を設定します。メディアギャップは 1.2
mmでの使用をお勧めします。
曲面へ印刷するときは間隔を広くします。メディアギャップが広くなると
プリントヘッドのノズルの目詰まり、機内汚れの原因になります。曲面へ印
刷する際でもメディアギャップは 2 mm以下で使用することをお勧めしま
す。
［メディア高さ］が 68.6 mm以上のときは［メディアギャップ］は 1.2 mm
固定になります。

プリンターのお手入れメニュー
＊はメーカー設定値です。

設定項目 設定値 説明

プリントヘッドのノズルチェック

印刷位置 奥側 プリントヘッドのノズルの目詰まりを確認するためのチェックパ
ターンが印刷されます。印刷されたチェックパターンを目視で確
認し、かすれや欠けがあるときは［プリントヘッドのクリーニン
グ］を行います。
印刷したい位置を［手前側］、［中央］、［奥側］から選択しま
す。［印刷位置］を変更すると A4サイズに最大 3回チェックパ
ターンを印刷できます。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

中央

手前側＊

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

プリントヘッドのクリーニング

クリーニング（推奨） 最適な強度のクリーニングを行います。
印刷されたチェックパターンでかすれや欠けがあるパターンを確
認し、全色またはホワイト、カラー、バーニッシュのノズル列を
指定してクリーニングできます。
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ

全色

クリーニングする色を
選択

カラー

ホワイト

バーニッシュ

クリーニング（弱） プリントヘッドのクリーニングのレベルを、2種類から設定できま
す。
最初は、［クリーニング（弱）］を行います。実施後も、目詰ま
りが解消されないときは、［クリーニング（強）］を実施してく
ださい。
印刷されたチェックパターンでかすれや欠けがあるパターンを確
認し、全色またはホワイト、カラー、バーニッシュのノズル列を
指定してクリーニングできます。
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ

全色

クリーニングする色を
選択

カラー

ホワイト

バーニッシュ

クリーニング（強）

全色

クリーニングする色を
選択

カラー

ホワイト

バーニッシュ

インク循環クリーニング（ホワイト） ホワイトインクはインクの特性上、沈降しやすくなっています。
インクチューブ内のインク成分の沈降により、ホワイトインクの
濃度が薄くなってくることがあります。インク循環クリーニング
（ホワイト）では、チューブ内のインクを循環させることでホワ
イトインクの沈降を解消し、ホワイトインクの濃度を回復させま
す。
手順は以下をご覧ください。
U「白が元の白さより薄くなった/白がムラになる」100ページ
ホワイトインクのみクリーニングされます。

メンテナンスパーツ交換 ワイパーユニット 画面で交換手順を確認できます。［操作方法を見る］を押してく
ださい。

エアフィルター エアフィルターの交換を開始します。［操作方法を見る］を押す
と、画面で交換手順を確認しながら交換できます。

部品清掃 ヘッド周辺 選択した部品の清掃を開始します。清掃方法の詳細は、以下をご
覧ください。
U「プリントヘッド周辺の清掃」65ページ
U「UVランプカバーの清掃」67ページ

UVランプ

印刷調整

プリントヘッドの位置調整 平らなメディアに印刷したとき、印刷結果に文字や色が重なる部
分の輪郭がぼやけるときに実施します。
詳細は以下をご覧ください。
U「［プリントヘッドの位置調整］の実施」98ページ

ガントリーずれ調整 印刷位置にズレが生じて横方向のスジ（バンディング）が見られ
るときに実施します。
詳細は以下をご覧ください。
U「ガントリーずれ調整の手順」97ページ

操作パネルのメニュー
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設定項目 設定値 説明

原点調整 テーブルの右下溝の内側が印刷の原点です。印刷結果が毎回、一
定の位置ずれているときは、原点がずれている可能性がありま
す。原点がずれているときは、横方向のずれ（X）と縦方向のずれ
（Y）をそれぞれ調整します。
横方向にずれているとき：
Xの / を押して調整をします。調整範囲は-1.0～+1.0 mm
です。設定は 0.1 mm単位で行えます。
縦方向にずれているとき：
Yの / を押して調整をします。調整範囲は-1.0～+1.0 mm
です。設定は 0.2 mm単位で行えます。

調整後は印刷をし、調整結果が適切か確認してください。

消耗品情報メニュー
設定項目 設定値 説明

インク/ワイパーユニット

インク インク残量とインク型番を表示

ワイパーユニット ワイパーユニットの消耗度と型番を表示

情報確認メニュー
設定項目 設定値 説明

ファームウェアバージョン 選択した情報を表示します。
［プリンター名］は Epson Edge Dashboardで設定された名称です。

プリンター名

フェータルエラー履歴

稼働実績 総印刷枚数＊

総キャリッジパス数

* 多層印刷のときは 1層を 1枚とカウントします。

操作パネルのメニュー
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困ったときは

メッセージが表示されたとき
以下のメッセージが表示されたら、対処方法の記載を確認し必要な処置をしてください。

メッセージ 対処方法

無線 LAN接続できませんでした。
エラー番号：XXX
詳細はマニュアルをご覧ください。

以下をご覧になり、表示されたエラー番号から対処方法を確認・実施してください。
U「エラー番号と対処方法」32ページ

正常に接続されていません。
エラー番号：XXX
詳細はマニュアルをご覧ください。

ネットワーク情報を確認しますか？

以下をご覧になり、表示されたエラー番号から対処方法を確認・実施してください。
U「エラー番号と対処方法」32ページ
必要に応じて、操作パネルの画面でネットワーク情報を確認してください。

UVランプが使用できません。
電源を入れ直してもこのメッセージ
が表示されるときはエプソンサービ
スコールセンターにご相談くださ
い。
詳しくはマニュアルをご覧くださ
い。

お買い求めの販売店またはエプソンソリューションコールセンターに連絡してください。
エプソンソリューションコールセンターの連絡先U「お問い合わせ先」114ページ

安全のため、マニュアルを参照し、
保護具を着用してください。

以下をご覧になり、保護具を確認・着用してください。
U「準備するもの」63ページ

アドレスとサブネットマスクの組み
合わせが有効ではありません。
詳しくはマニュアルをご覧くださ
い。

IPアドレス、またはデフォルトゲートウェイに正しい値を入力してください。正しい値が分
からない場合は、ネットワーク管理者に確認してください。

ご利用のネットワークとプリンター
の接続環境が不安定です。
IEEE802.3az(省電力イーサネット)
機能を［オフ］にすると解決できる
可能性があります。
詳しくはマニュアルをご覧くださ
い。

IEEE802.3az の機能が［オン］の時、お客様環境とのマッチングでネットワーク接続状態が
不安定になり印刷ができなくなることがあります。
［OK］を押して印刷を終了します。
以下をご覧になり、Web Configを使って IEEE802.3az の機能を［オフ］にしてください。
U「設定手順」95ページ

Recovery Mode ファームウェアのアップデートに失敗したため、リカバリーモードで起動しました。
以下の手順でもう一度ファームウェアをアップデートしてください。
1. 本機とコンピューターを USB 接続します。（リカバリーモード中は、有線 LAN 接続での
アップデートができません。）
2. エプソンのウェブサイトから最新のファームウェアをダウンロードしてアップデートを
開始します。
詳しくはダウンロードページの「ソフトウェア詳細情報」をご覧ください。

困ったときは
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メンテナンスコール/プリンターエラーが発生したとき
は

メッセージ 対処方法

メンテナンスコール：部品寿命間近
XXXXXXXXXXXXXXXX

本機の交換部品の交換時期が近付きました。
すぐにお買い求めの販売店またはエプソンソリューションコールセンターに連絡してくだ
さい。連絡の際には、「XXXXXXXXXXXXXXXX」（メンテナンスコール番号）を必ず伝えてく
ださい。
エプソンソリューションコールセンターの連絡先U「お問い合わせ先」114ページ
メンテナンスコールは部品を交換しないと解除されません。そのまま使い続けると、プリン
ターエラーが発生します。

メンテナンスコール：部品寿命到達
XXXXXXXXXXXXXXXX

プリンターエラーが発生しました。
電源を入れ直してください。
詳しくはマニュアルをご覧くださ
い。
XXXXXX

プリンターエラーは以下の場合に表示されます。
・電源コードが正しく接続されていないとき

・解除できないエラーが発生したとき
プリンターエラーが発生すると、本機は自動的に印刷を停止します。電源を切り、電源コー
ドをコンセントと本機の電源コネクターから抜いて、接続し直します。本機の電源を数回入
れ直します。
再び同じ番号のプリンターエラーが表示されるときは、お買い求めの販売店またはエプソン
ソリューションコールセンターに連絡してください。連絡の際には、「XXXXXX」（プリン
ターエラー番号）を必ず伝えてください。
エプソンソリューションコールセンターの連絡先U「お問い合わせ先」114ページ

困ったときは
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トラブルシューティング

印刷できない（プリンターが動
かない）

電源が入らない
o 電源プラグがコンセントまたは本機から
抜けていませんか？
差し込みが浅くないか、斜めになっていないかを確認
し、しっかりと差し込んでください。

o コンセントに問題がありませんか？
ほかの電気製品の電源プラグを差し込んで、動作するか
どうか確かめてください。

プリンターとコンピューターの接続
に異常がある

o ケーブルが外れていませんか？
プリンター側のポートとコンピューター側のコネク
ターにインターフェイスケーブルがしっかり接続され
ているか確認してください。また、ケーブルが断線して
いないか、変に曲がっていないか確認してください。予
備のケーブルをお持ちの場合は、差し換えてご確認くだ
さい。

o コンピューターの仕様が、それぞれのケー
ブルの接続条件を満たしていますか？
インターフェイスケーブルの型番・仕様を確認し、コン
ピューターの種類や本機の仕様に合ったケーブルかど
うかを確認してください。
U「システム条件」108ページ

o USBハブを使用している場合、使い方は正
しいですか？
USBは仕様上、USBハブを 5段まで縦列接続できます
が、本機はコンピューターに直接接続された 1段目の
USBハブに接続することをお勧めします。お使いのハ
ブによっては動作が不安定になることがあります。動
作が不安定なときは、コンピューターの USB コネク
ターに USBケーブルを直接接続してください。

o USBハブが正しく認識されていますか？
コンピューターで USBハブが正しく認識されているか
確認してください。正しく認識されている場合は、コン
ピューターの USBポートから、USBハブを全て外して
から、本機の USBポートとコンピューターの USBポー
トを直接接続してみてください。USBハブの動作に関
しては、USBハブのメーカーにお問い合わせください。

ネットワーク環境下で印刷ができな
い

o ネットワークの設定は正しいですか？
ネットワークの設定については、ネットワークの管理者
にお問い合わせください。

o 本機とコンピューターを USB接続して、
印刷してみてください。
USBの接続で印刷ができるのであれば、ネットワークの
設定に問題があります。システム管理者に相談する
か、お使いのシステムのマニュアルをご覧ください。
USB接続で印刷ができないときは、本書の該当項目をご
覧ください。

o ネットワーク接続状態が不安定ではあり
ませんか？
ルーターの電源を切り、10秒くらい待ってから、電源
を入れてください。

o IEEE802.3az（省電力イーサネット）に対
応した機器を使って有線 LAN 接続してい
ませんか？
IEEE802.3az（Energy Efficient Ethernet、省電力イーサ
ネット）に対応した機器で有線 LAN接続していると、接
続が不安定になったり、接続が切れたり、通信速度が遅
くなったりすることがあります。
以降の手順で、プリンターの IEEE802.3az を無効にして
接続してください。

設定手順

A コンピューターとプリンターそれぞれにつな
がっている LANケーブルを外します。

B コンピューターの IEEE802.3az が有効になっ
ている場合は、無効にします。

C LANケーブルでコンピューターとプリンターを
直接接続します。

D を押し、 ［本体設定］ - ［ネットワーク設定］
- ［詳細設定］ - ［TCP/IP］の順に押して本機
の IPアドレスを確認します。

E コンピューターで、Web Configを起動します。
Webブラウザーを起動し、プリンターの IP アド
レスを入力してください。

困ったときは
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F 管理者権限でログオンします。

ログオン方法U「Web Configの使い方」28ページ

G ［ネットワーク設定］タブ - ［有線 LAN］の順
に選択します。

H ［IEEE 802.3az］を［オフ］にします。

I ［次へ］をクリックします。

J ［設定］をクリックします。

K コンピューターとプリンターを直接接続した
LANケーブルを外します。

L 手順 2 でコンピューターの IEEE802.3az を無
効にした場合は、有効にします。

M 手順 1で外した LANケーブルをコンピューター
とプリンターにつなぎます。

上記の手順をしてもこの現象が発生する場合は、プリン
ター以外の機器が原因となっている可能性があります。

プリンター側でエラーが発生してい
る

o 操作パネルの画面のメッセージを確認し
てください。
U「操作パネル」11ページ
U「メッセージが表示されたとき」93ページ

プリンターは動くが印刷されな
い

プリントヘッドは動くが印刷しない
o 本機の動作確認をしてください。

ノズルチェックパターンを印刷してください。ノズル
チェックパターンはコンピューターと接続していない
状態で印刷できるため、本機の動作や印刷状態を確認で
きます。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ
ノズルチェックパターンが正しく印刷されなかったと
きは、次項をご確認ください。

ノズルチェックパターンが正常に印
刷できない

o 本機を長期間使用していなかったのでは
ありませんか？
本機を長期間（2週間以上）使用しないでいると、プリ
ントヘッドのノズルが乾燥して目詰まりを起こすこと
があります。
本機を長期間使用しなかったときの処置U「使用しな
いときのご注意」19ページ

o プリントヘッドのクリーニングをしてく
ださい。
ノズルが目詰まりしている可能性があります。プリン
トヘッドのクリーニングを行ってから再度ノズル
チェックパターンを印刷してください。
U「プリントヘッドのクリーニング」74ページ

印刷品質/印刷結果のトラブル

印刷品質が悪い/ムラ、スジがある/
薄い/濃い

o 本機を水平で安定した場所に置いていま
すか？
以下をご覧になり、本機が適した台・場所に置かれてい
るか確認してください。揺れや振動で本機がバランス
を崩すと、印刷が乱れます。
U「設置に適した台・場所」17ページ

o 印刷中に本機にひじなどをかけていませ
んか？
揺れや振動で本機がバランスを崩すと、印刷が乱れま
す。
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o 本機を直射日光の当たらない場所に設置
していますか？
直射日光の当たらない場所に設置してください。プリ
ントヘッドのノズルの目詰まりが発生することがあり
ます。

o プリントヘッドのノズルが目詰まりして
いませんか？
プリントヘッドが目詰まりを起こしていると、特定の色
が出なくなり印刷品質が悪くなります。ノズルチェッ
クパターンを印刷してみてください。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

o インクパックは推奨品（当社純正品）を使
用していますか？
本機は、純正インクパックの使用を前提に調整されてい
ます。純正品以外をご使用になると、ときに印刷がかす
れたり、インク残量が正常に検出できなくなったりして
色合いが変わることがあります。また、正常にインクが
硬化できなくなることがあります。必ず正しいインク
パックを使用してください。

o 古くなったインクパックを使用していま
せんか？
古くなったインクパックを使用すると、印刷品質が悪く
なります。新しいインクパックに交換してください。
インクパックは、個装箱に記載されている有効期限内
（本機に装着後は 1年以内）に使い切ることをお勧めし
ます。

o インクパックを振りましたか？
本機のインクパックは、UVインクを使用しています。
本機に装着する前によく振ってください。また、良好な
印刷品質を得るために、装着したインクパックは、ホワ
イトインクは始業時および 24 時間（メッセージ表示
時）に 1度、その他のインクは 2週間に 1度取り出し
て、よく振ることをお勧めします。バーニッシュはかく
はん不要です。
U「インクパックの定期かくはん」72ページ

o ディスプレイの表示と印刷結果を比較し
ていませんか？
ディスプレイ表示とプリンターで印刷したときの色と
では、発色方法が違うため、色合いに差異が生じます。

o 印刷中にプリンターカバーを開けません
でしたか？
印刷中にプリンターカバーを開けると、プリントヘッド
が緊急停止するために色ムラが発生します。印刷中は
プリンターカバーを開けないでください。

o 操作パネルの画面に［インクが少なくなり
ました。］と表示されていませんか？
インクが少なくなると、印刷品質に影響が出ることがあ
ります。新しいインクパックに交換することをお勧め
します。インクパックを交換しても色味が合わないと
きは、プリントヘッドのクリーニングを数回実施してく
ださい。

o ガントリーずれ調整を実施してくださ
い。
印刷結果にバンディング（水平方向の帯状の模様や濃淡
ムラ、スジ）が発生するときにはガントリーずれ調整を
実施してください。
U「ガントリーずれ調整の手順」97ページ

ガントリーずれ調整の手順
［ガントリーずれ調整］を実施すると、調整パターンが
印刷されます。調整パターンをスケールで測り、測った
値を入力します。スケールは 0.5 mmまで測れるものを
使ってください。

使用可能メディア
A4サイズのインクジェット対応の透明なシート状のメ
ディア

調整手順

A インクジェット対応の透明なシート状のメディ
アをセットします。

U「メディアをテーブルにセットする」54ページ
印刷領域内の原点にメディアの右角を合わせて
セットします。

B 本機画面の［メディアギャップ］が 1.2 mmに
なっていることを確認します。

［メディアギャップ］が 1.2 mmになっていないと
きは、［メディアギャップ］を押して、1.2 mmに
設定します。

C （プリンターのお手入れ）-［印刷調整］-［ガ
ントリーずれ調整］の順に押します。

D ［開始］を押します。

E ［印刷開始］を押します。

調整パターンの印刷が開始されます。
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F 印刷が完了し脱臭が終了したら、プリンターカ
バーを開けます。

G 図のボタンを押して、吸着を終了し、メディアを
取り外します。

H プリンターカバーを閉めます。

I 印刷された調整パターンを平らな面に置き、ス
ケールで測ります。

パターンの+記号の間をスケールで測ります。

J 調整パターンの結果を入力する画面が表示され
ます。手順 9で測った値を設定して［OK］を押
します。

文字や色が重なる部分の輪郭がぼや
ける

o プリントヘッドの位置調整を実施してく
ださい。
平らなメディアで印刷したときの印刷結果に文字や色
が重なる部分の輪郭がぼやけるときはプリントヘッド
の位置調整の実施をしてください。
U「［プリントヘッドの位置調整］の実施」98ペー
ジ

o メディアギャップを広くして印刷してい
ませんか？
メディアギャップを広げて印刷しているときは、Epson
Edge Print PROの印刷品質で「WG」という表記が含ま
れているものを選択してください。
印刷結果が改善しないときは、プリントヘッドの位置調
整の実施をしてください。
U「［プリントヘッドの位置調整］の実施」98ペー
ジ

［プリントヘッドの位置調整］の実施
［プリントヘッドの位置調整］を実施すると、調整パター
ンが印刷されます。調整パターンを目視で確認して調整
します。ホワイトインクやバーニッシュインクは見えに
くいため拡大鏡などを使用して確認することをお勧めし
ます。
ノズルが目詰まりしていない状態で実施してください。
ノズルが目詰まりしていると、正しく調整されません。
チェックパターンを印刷し目視で確認して、必要に応じ
て［プリントヘッドのクリーニング］を行ってください。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

使用可能メディア
A4サイズのインクジェット対応の透明なシート状のメ
ディア

調整手順

A インクジェット対応の透明なシート状のメディ
アをセットします。

U「メディアをテーブルにセットする」54ページ
印刷領域内の原点にメディアの右角を合わせて
セットします。

B 本機画面の［メディアギャップ］が 1.2 mmに
なっていることを確認します。

［メディアギャップ］が 1.2 mmになっていないと
きは、［メディアギャップ］を押して、1.2 mmに
設定します。

C （プリンターのお手入れ）-［印刷調整］-［プ
リントヘッドの位置調整］の順に押します。

D ［開始］を押します。

調整パターンの印刷が開始されます。パターン印
刷が終了すると、調整値入力画面が表示されますの
で次の手順に進みます。

困ったときは
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E 印刷が完了し脱臭が終了したら、プリンターカ
バーを開けます。

F 図のボタンを押して、吸着を終了し、メディアを
取り外します。

G プリンターカバーを閉めます。

H 印刷された調整パターンを確認します。

図のような調整パターンが印刷されます。

それぞれのパターンを確認し、最も線が細く見える
（線が重なっている）パターンを-3～3の中から選
びます。

下図の場合は、「-1」を選びます。

全てのブロックのパターンを確認し、次の手順に進
みます。

I 調整値を入力します。

#1 BK1～#4 WH2の全てについて手順 8で選択し
た調整値を順に入力します。全ての調整値を入力
し、［OK］を押すと、調整値を確認する画面が表示
されます。
調整結果を確認して［OK］を押すとメディア設定に
調整結果が反映されます。

球体や曲面に印刷した文字や画像が
ぼやける
3mm程度までの高低差があるメディア（ボールやペンの
表面のような曲面など）に印刷すると、メディア高さが
低い部分で文字や画像がぼやけた状態になることがあり
ます。
（A）は成功例、（B）は失敗例です。

このようなときは、Epson Edge Print PROの［印刷品質］
で「WG」（WG: Wide Gap）という表記が含まれている
モードを選択することをお勧めします。

困ったときは
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印刷モードの例：

・通常モード：720×720dpi – 12 Pass

・WGモード：720×720dpi – 12 Pass WG

L
WGモードで印刷すると画質は改善されますが、通常モード
で印刷するときよりも印字速度が低下します。

印刷面が汚れる
o プリントヘッドのクリーニングをしてみ
てください。
印刷面が汚れているときは、以下の手順でプリントヘッ
ドのクリーニングを実施してください。

（プリンターのお手入れ）-［プリントヘッドのク
リーニング］-［クリーニング（弱）］の順に押して、
［バーニッシュ］を選択してください。

o プリントヘッド周辺の清掃をしてみてく
ださい。
プリントヘッドのクリーニングをしても印刷面が汚れ
るときは、プリントヘッドの周辺にインクや糸くずが堆
積している可能性があります。
プリントヘッド周辺の清掃を実施してください。
U「プリントヘッド周辺の清掃」65ページ

白が元の白さより薄くなった/白が
ムラになる

o プリントヘッドのノズルが目詰まりして
いませんか？
プリントヘッドが目詰まりを起こしていると、色が出な
くなり印刷品質が悪くなります。ノズルチェックパ
ターンを印刷してみてください。
U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

o ホワイトインクをかくはんしています
か？
ホワイトインクはインク成分が沈降しやすいため、始業
時および 24時間（メッセージ表示時）ごとにかくはん
が必要です。インクパックを取り出してよく振ってく
ださい。
U「インクパックの定期かくはん」72ページ

o 印刷解像度を上げてみてください。
Epson Edge Print PROで印刷品質の印刷解像度を 1つ
上げてみてください。

o 白を重ねて印刷してみてください。
多層印刷で白を何層か重ねて印刷することで、白さを補
うこともできます。

上記の対処を行っても以前の白さに戻らないときや当て
はまる項目がないときは以下の対処を行ってください。

［インク循環クリーニング（ホワイト）］の実施

A 本機の電源が入っていることを確認し、 （プ
リンターのお手入れ）- ［プリントヘッドのクリー
ニング］-［インク循環クリーニング（ホワイト）］
の順に押します。

B メッセージの内容を確認し、［開始］を押しま
す。

［インク循環クリーニング（ホワイト）］を 2回以上実
施しても以前の白さに戻らないときは、お買い求めの販
売店またはエプソンソリューションコールセンターに連
絡してください。
U「お問い合わせ先」114ページ

その他

印刷された部分が硬化しない
o UVランプの照射を追加で実施してみてく
ださい。
Epson Edge Print PROでは印刷後に［層数と重ね順の設
定］で［単層（UVランプ追加照射のみ）］を設定する
と印刷せずに追加で UVランプ照射ができます。詳細は
Epson Edge Print PROのマニュアルをご覧ください。

o 印刷後のメディアを太陽光などに当てて
みてください。
硬化不足や臭いが気になるときは、印刷後のメディアを
太陽光などに当てると硬化が改善します。

o UVランプカバーを清掃しましたか？
UVランプカバーにインクが付着すると UVランプの照
射がさえぎられるため、印刷された部分が硬化しにくく
なります。
UVランプカバーは 1カ月に 1度清掃してください。
U「UVランプカバーの清掃」67ページ

困ったときは
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印刷物を重ねるとインクが剥がれ
る/印刷物を包装して輸送すると包
装の跡がつく

o 合紙などで印刷面の保護をしてくださ
い。
印刷物を重ねて放置したり、包装して輸送したりすると
きは、印刷面に傷がつくおそれがあるため、合紙などを
使って印刷面の保護をしてください。合紙などは事前
に印刷面に傷がつかないことを確認してから使用して
ください。

UVインクから出る臭いが気になる
ようになった

o ［スリープ移行時間設定］を［オフ］にし
てみてください。
スリープ中は脱臭ファンが停止するため、脱臭ファンを
使い続けたいときは、［スリープ移行時間設定］を［オ
フ］にしてください。

o エアフィルターを交換してください。
エアフィルターの交換目安は 6カ月です。
U「エアフィルターの交換」71ページ

メディアを正しく検出できない
o メディアはテーブルに固定されています
か？
メディアをセットする際は事前に以下の注意事項をご
覧ください。
U「メディアセット時のご注意」53ページ

o 柔らかいメディアをセットしていません
か？
メディアをセットする際は事前に以下の注意事項をご
覧ください。
U「メディア高さ設定の種類と概要」52ページ

メディアに合わせてメディア高さや
メディアギャップを登録したいとき
頻繁に使う複数種類のメディアの設定を［登録メディア
管理］で登録しておけば設定を呼び出すだけで［メディ
ア高さ］・［メディアギャップ］が最適値になるので便
利です。
操作パネルの登録メディア管理でメディアの登録をしま
す。
以下の手順でメディア設定に名前を付けて登録します。

A 本機の電源が入っていることを確認し、 （メ
ニュー）-［メディア設定］-［登録メディア管
理］の順に押します。

B 設定を登録するメディア設定を選択します。

C ［登録名称の変更］を押します。

D 任意の名称を入力して［OK］を押します。

E 必要に応じて［メディア高さ］と［メディアギャッ
プ］を設定します。

L
メディア設定の右端にある 部分を押すと、以下の画面が
表示されます。

ここでは、選択中のメディア設定の設定内容が一覧表示され
ます。A～Dのボタンを押すと、以下のようなことができま
す。
A（複製）：選択中の設定内容を別のメディア設定番号にコ
ピーできます。ボタンを押すとコピー先のメディア設定番号
の選択画面が表示されます。
B（編集）：設定内容を変更できる画面が表示されます。
C：設定内容が全て初期化されます。
D（この設定を使用する）：選択中のメディア設定が、以降の
印刷に使用されます。
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ワイパーユニットの消費量を節約し
たい

o 使用条件に合わせて設定を変更してくだ
さい。
本機は、プリントヘッドのノズルを良好な状態に保つた
めに使用状況に応じて自動メンテナンス（定期かくはん
や硬化予防）を実施します。以下の設定を変更すると自
動メンテナンスによる ワイパーユニットの消費を節約
できる場合があります。

・［スリープ移行時間設定］を［オフ］にする
スリープモードからの復帰動作で消費される ワイ
パーユニットの消費が抑えられます。

・［自動ノズルリフレッシュ］を［オフ］にする

ノズルの目詰まりを防止するための自動クリーニン
グを実施しません。印刷開始前には、ノズルの目詰ま
りがないことを目視で確認することをお勧めしま
す。

スリープモード後に印刷開始のボタ
ンを押したら、［復帰処理中］が表
示され、印刷開始までに時間がかか
る

o ［スリープ移行時間設定］を［オフ］、ま
たは長い時間に設定してみてください。
スリープモードからの復帰処理にはメンテナンス動作
やヒーターのウォームアップが入るため復帰に時間が
かかります。

操作パネルの画面表示が消える
o スリープモードになっていませんか？

操作パネルのボタンを押して画面表示を復帰させたあ
とでプリンターカバーを開けるまたは印刷ジョブを受
信するなど、ハードウェア動作を伴う操作をすると通常
の状態に復帰します。スリープモードに移行する時間
は （メニュー）-［本体設定］-［基本設定］-［スリー
プ移行時間設定］から変更できます。
U「設定メニュー一覧」80ページ

本体内部が赤く光っている
o この状態は故障ではありません。

プリンター内部のランプです。

ネットワークのパスワードを忘れた
o エプソンソリューションコールセンターにご相談くだ

さい。
U「お問い合わせ先」114ページ

お問い合わせいただく前に
トラブルが発生したときは、以下をご確認いただくと解
消できることがあります。

エプソンのウェブサイトの
Q&A
エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）では、
お問い合わせの多い内容を Q&A形式でご紹介していま
す。トラブルや疑問の解消にお役立てください。

ファームウェアのバージョン
アップ
エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）では最
新のファームウェアのバージョンアップ情報を提供して
います。
ファームウェアのアップデートは Epson Edge Dashboard
で簡単に行えます。詳細は Epson Edge Dashboardのヘ
ルプをご覧ください。

トラブルが解消されないときは
「困ったときは」の内容やエプソンのウェブサイトで確
認をしても、トラブルが解消されないときは、本機の動
作確認をした上でトラブルの原因を判断してそれぞれの
お問い合わせ先に連絡ください。
U「サービス・サポートのご案内」112ページ

困ったときは

102

https://www.epson.jp
https://www.epson.jp


付録

消耗品とオプション
本機で使用できる消耗品、オプションは以下の通りです。（2025年 7月現在）
最新の情報は、エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）をご覧ください。

UV Transfer Film（エプソン製専用メディア）
UV Transfer Filmは、本機にセットできないサイズのメディアや、円筒形の缶・瓶などの曲面への印刷に対応します。フィ
ルムにパターンを印刷してメディアに転写することで、本機では直接印刷できないメディアへの幅広い UV印刷に対応で
きます。
サイズは A3、A4を用意しています。
メディアのマニュアルは以下のウェブサイトからご覧ください。
https://support.epson.net/paperinfo/
また、メディアの使い方は YouTubeから動画でご覧いただけます。
動画マニュアル

インクパック
商品名 型番

ブラック SC29BK14

シアン SC29C14

マゼンタ SC29M14

イエロー SC29Y14

ホワイト SC29WW14

バーニッシュ SC29VR14

プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正品のインクパックを使用することをお勧めします。純正品以外の
ものをご使用になりますと、プリンター本体や印刷品質に悪影響が出るなど、プリンター本来の性能を発揮できない場合
があります。純正品以外の品質や信頼性について保証できません。非純正品の使用に起因して生じた本体の損傷、故障に
ついては、保証期間内であっても有償修理となります。

その他
商品名 型番 備考

ワイパーユニット SC29WU 製品付属のワイパーユニットと同等品です。

エアフィルター SC29AF 2個入り。製品付属のエアフィルターと同等品です。

クリーニング棒 SC2CS ヘッド周辺の清掃時に使用します。
U「準備するもの」63ページ
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商品名 型番 備考

クリーニング SC24CLL ヘッド周辺の清掃時に使用するクリーニング液です。1000
ml入りです。
U「準備するもの」63ページ

クリーニング(小) SC24CLLS ヘッド周辺の清掃時に使用するクリーニング液です。500
ml入りです。
U「準備するもの」63ページ
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移動・輸送時
ここでは、本機を移動または輸送する方法について説明
します。
本章では、移動・輸送を以下のように定義します。

移動 段差のない同一フロア内で設置場所を変
更すること。

輸送 別のフロアや建物に設置場所を変更する
こと。運送業者に委託する場合も含みま
す。

移動・輸送時のご注意

・本製品は重いので、1人で運ばないでください。梱
包や移動の際は 3人で運んでください。

・本製品を移動する際は、前後左右に 10度以上傾けな
いでください。転倒などによる事故のおそれがあり
ます。

・本製品を持ち上げる際は、無理のない姿勢で作業し
てください。

・本製品を持ち上げる際は、マニュアルで指示された
箇所に手を掛けて持ち上げてください。
他の部分を持って持ち上げると、本製品が落下した
り、下ろす際に指を挟んだりして、けがをするおそ
れがあります。

K
移動時には遮光用の布（市販品）でプリンターを覆っ
てください。日光が当たるとインクが硬化し、プリン
トヘッドのノズルの目詰まりが発生することがありま
す。

本機の持ち方
本機を持ち上げる際は、必ず図の箇所に手を掛けてくだ
さい。それ以外の箇所を持つと、正常に動作しなくなる
おそれがあります。

の左手の持ち手はカバーで隠れています。以降の「移
動の準備」をご覧になり、カバーを取り外してください。

K
・必要な部分以外は触らないでください。故障の原因
となります。

・インクパックを取り外さないでください。プリント
ヘッドのノズルが目詰まりして印刷できなくなった
り、インクが漏れたりするおそれがあります。

移動の準備

A 本機の電源を切り、電源ケーブルなどのケーブル
類を全て本機から外します。
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B 図の部分を指で押して、カバーを外します。

カバーを外した部分に持ち手があります。

C 遮光用の布（市販品）をプリンターの上に被せま
す。

持ち運びの際は、持ち手に布が巻き込まれないよう
に注意してください。

移動後は、以下をご覧になり本機を使用再開できるよう
にしてください。
U「移動後の本機の設定」106ページ

移動後の本機の設定
移動後に本機を使用するための準備作業を説明します。

電源コードの接続時は以下の点に注意してください。

・漏電事故防止のため、接地（アース）極付きコンセ
ントに接続してください。接地極付きコンセント以
外に接続すると、感電･火災のおそれがあります。ご
使用になる電源コンセントを確認してください。接
地極付きコンセントではないときは、販売店に相談
してください。

・AC100 V 以外の電源は使用しないでください。感
電・火災のおそれがあります。

・テーブルタップへの接続、電源コードのたこ足配線
はしないでください。感電・火災のおそれがありま
す。家庭用電源コンセント（AC100 V) から直接電源
を取ってください。

A 設置に適した場所か確認します。

U「設置に適した台・場所」17ページ

B 本機と電源ケーブルを接続します。
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C 電源プラグを接地（アース）極付きコンセントに
差し込み、電源を入れます。

K
電源プラグの形状は国や地域により異なりま
す。必ず本機に付属の電源ケーブルをお使いく
ださい。

D 本機とコンピューターをケーブルで接続しま
す。

本機の USBポート/LAN ポートの場所は以下をご覧
ください。
U「正面・背面」7ページ

E 移動時に取り外したカバーを取り付けます。

突起部分を穴に合わせ、図の部分を押してカバーを
取り付けます。

F ノズルの目詰まりがないか確認します。

U「ノズルの目詰まりチェック」73ページ

輸送の方法
本機を輸送するときは、お買い求めの販売店またはエプ
ソンソリューションコールセンターにご相談ください。
U「お問い合わせ先」114ページ

付録

 107



システム条件
各ソフトウェアは、以下の環境で使用できます。（2025年 7月現在）
対応 OS 等は、変更されることがあります。
最新の情報は、エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）をご覧ください。

Epson Edge Dashboard

K
Epson Edge Dashboardをインストールしたコンピューターは、以下の条件でお使いください。
条件が守られないと正しくプリンターの監視が行えません。

・休止状態（ハイバネーション）機能を設定しないでください。

・スリープ状態にならないようにスリープ機能を無効に設定してください。

Windows PC

オペレーティングシステム Windows 11
Windows 10 x64

CPU Intel Core2Duo 2.5GHz以上

空きメモリー領域 1GB以上

ハードディスク
（インストール時空き容量）

2GB以上

ディスプレイ解像度 1280×1024以上

ブラウザー Internet Explorer 11
Microsoft Edge

Mac

オペレーティングシステム Mac OS 10.9.5 以降

CPU Intel Core2Duo 2.5GHz以上

空きメモリー領域 1GB以上

ハードディスク
（インストール時空き容量）

2GB以上

ディスプレイ解像度 1280×1024以上

ブラウザー Safari 6以降
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Epson Edge Print PRO
動作環境

オペレーティングシステム Windows 11
Windows 10 x64

CPU Intel® Core™ i3 3.0 GHz以上（2014年 4 月以降に発表されたもの）

空きメモリー容量 8 GB以上

ストレージ
（インストール時空き容量）

50 GB以上

ディスプレイ解像度 1280×1024以上

通信インターフェイス Hi-Speed USB
Ethernet 100Base-TX/1000Base-T

Epson Edge Print PROをインストールするコンピューターは、Adobe Illustratorなどのアプリケーションソフトも合わせ
てお使いになることを考慮し、なるべくスペックの高いものをお使いになることをお勧めします。
また、Epson Edge Print PROで取り扱うデータは通常でも数 GB、高品質の長尺印刷を行う際は数十 GBになることがあ
ります。
このため、ストレージの空き容量にも十分余裕があるコンピューターをお勧めします。
Epson Edge Print PROを使用時に推奨する環境は以下の通りです。

推奨環境

オペレーティングシステム Windows 11
Windows 10 x64

CPU Intel® Core™ i7-14700 processor以上

空きメモリー容量 32 GB以上

ストレージ
（インストール時空き容量）

SSD 1 TB以上

ディスプレイ解像度 1280×1024以上

通信インターフェイス Hi-Speed USB
Gigabit Ethernet

Web Config
対応ブラウザーは以下の通りです。ブラウザーは最新バージョンを使用してください。

Microsoft Edge、Firefox、Chrome、Safari
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仕様一覧
本体仕様

印字方式 オンデマンドインクジェット方式

ノズル配列

ホワイト、バー
ニッシュ以外

180 ノズル×4 色（ブラック 、シア
ン、マゼンタ、イエロー）

ホワイト、バー
ニッシュ

180ノズル×2列×2色（ホワイト、
バーニッシュ）

解像度（最大） 1440×1440 dpi

コントロールコード ESC/Pラスター（コマンドは非公開）

プラテン送り方式 ガントリータイプ

内蔵メモリー 1 GB

インターフェイス

USB SuperSpeed USB

有線 LAN ＊1準拠
規格

IEEE802.3i (10BASE-T)
IEEE802.3u (100BASE-TX)
IEEE802.3ab (1000BASE-T)＊2

IEEE 802.3az （ 省 電 力 型 。
IEEE802.3az に対応した接続機器が
必要。）

無線 LAN

準拠規格＊3 IEEE802.11b/g/n/a/ac

周波数範囲 IEEE802.11b/g: 2.4 GHz
IEEE802.11n: 2.4 GHz（HT20 のみ)
IEEE 802.11a/n/ac ： 5GHz
（W52(CH36～CH48)、 W53 (CH52～
CH64)：屋内使用限定）

接続モード インフラストラクチャー
Wi-Fi Direct （ シンプル AP ）
（IEEE802.11b は非対応）

無 線 セ キ ュ リ
ティー

WEP (64bit/128bit)
WPA-PSK (TKIP)
WPA2-PSK (AES)＊4

WPA3-SAE
WPA2-Enterprise (AES) (EAP-TLS/
PEAPTLS/PEAPMSCHAPv2/EAP-TTLS)
WPA3-Enterprise

ネットワーク印刷プ
ロトコル/機能*5

EpsonNet Print (Windows)
Standard TCP/IP (Windows)
WSD 印刷（Windows）
Bonjour（Mac OS）
IPP 印刷（Windows）
IPP 印刷（Mac OS）
IPPS印刷 (Windows)
IPPS印刷 (Mac OS)
FTP印刷

本体仕様

セキュリティー規
格/プロトコル

SSL/TLS（HTTPS サーバー/ クライア
ント機能、IPPS）
IEEE802.1X
IPsec/IP フィルタリング
SMTPS（STARTTLS、SSL/TLS）
SNMPv3

定格電圧 AC100 V

定格周波数 50 / 60Hz

定格電流 6.4 A

消費電力

印刷時 約 170 W

レディー時 約 80 W

スリープモード時 約 3.0 W

電源オフ時 約 0.18 W

温度 推奨：20 ～25℃
動作時：15 ～30℃
保管時（開梱前）：-20 ℃ ～ 60
℃（60℃の場合 120時間以内、40 ℃
の場合１カ月以内）
保管時（開梱後）：-20℃ ～40℃（40℃
の場合１カ月以内）

湿度
（結露しないこと）

推奨：40～60％
動作時：20～80％
保管時：5～85％

動作温度・湿度範囲
グレー部：動作時
斜線部：推奨

外形サイズ 収納時：
幅 699×奥行き 699×高さ 426 mm
最大時（プリンターカバーを開けた状
態）：
幅 699×奥行き 699×高さ 942 mm
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本体仕様

質量
（インクパック、エ
アフィルター、ワイ
パーユニット含ま
ず）

約 59 kg

＊1 シールドツイストペアケーブル（カテゴリー 5e以
上）を使用してください。

＊2 印刷時は 1000BASE-Tでの接続を推奨

＊3 印刷時は IEEE802.11n/acでの接続を推奨

＊4 WPA2 規格に準拠し、WPA/WPA2 Personal 規格に
対応

＊5 EpsonNet Print は、IPv4 のみ対応。他は IPv4 と
IPv6 の両方に対応

K
本機は、標高 2000m 以下でお使いください。

インクパック仕様

形態 専用インクパック

インク種類 UV硬化インク

有効期限 個装箱、インクパックに記載された期
限（常温で保管）

印刷品質保証期限 １年（プリンター装着後）

温度 動作時：15 ～30℃
梱包保管および本機装着時：-20 ～
40℃（-20℃の場合 4日以内、40℃の
場合 1カ月以内）
梱包輸送時：-20 ～ 60℃（-20℃の場
合 4 日以内、40℃の場合 1 カ月以
内、60℃の場合 72時間以内）

外形寸法（約） 幅 81× 長さ 261 × 高さ 25 mm

容量 140 ml

K
インクを詰め替えないでください。
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サービス・サポートのご案内

各種サービス・サポートについて
弊社が行っている各種サービス・サポートについては、以下のページでご案内しています。
U「お問い合わせ先」114ページ

保守サービスのご案内
「故障かな？」と思ったときは、まず『ユーザーズガイド』（オンラインマニュアル）をよくお読みください。そして、
接続や設定に間違いがないことをご確認の上、保守サービスの受付窓口にお問い合わせください。

保証書について
保証期間中に故障した場合には、保証書の記載内容に基づき修理いたします。保証期間や保証事項については、保証書を
ご覧ください。
保証書は、製品の「保証期間」を証明するものです。「お買い上げ年月日」「販売店名」に記入漏れがないかご確認いた
だき、ご提示ください。「お買い上げ年月日」「販売店名」の記載がない場合は、保証書と共に、購入の証憑（領収書、
納品書等）となるものを添付のうえご提示ください。
保証書は大切に保管してください。

補修用性能部品および消耗品の保有期間
本製品の補修用性能部品および消耗品の保有期間は、製品の製造終了後 7年間です。
予告なく外観や仕様、補修用性能部品および消耗品の保有期間などを変更することがあります。

保守サービスの受付窓口
エプソン製品を快適にご使用いただくために、年間保守契約をお勧めします。保守サービスに関してのご相談、お申し込
みは、次のいずれかで承ります。

・お買い求めいただいた販売店

・修理のお申し込み窓口
U「お問い合わせ先」114ページ
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保守サービスの種類
エプソン製品を万全の状態でお使いいただくために、下記の保守サービスをご用意しております。詳細は、お買い求めの
販売店またはエプソン修理のお申し込み窓口までお問い合わせください。

・定期交換部品の寿命による交換は、保証内外を問わず、出張基本料・技術料・部品代が有償となります。

・年間保守契約をされている場合は、定期交換部品代のみ有償（お客様交換可能な定期交換部品の場合は、出張基本料・
技術料も有償）です。

・本機は、専門業者による輸送対象製品のため、持込保守および持込修理はご遠慮ください。

種類 概要 修理代金と支払方法

保証期間内 保証期間外

年間保守契約 出張修理 ・優先的にサービスエンジニアを派遣し、そ
の場で修理いたします。

・修理の都度発生する修理代・部品代＊が無
償のため、予算化ができて便利です。

・定期点検（別途料金）で、故障を未然に防
ぐことができます。

無償 年間一定の保守料
金

スポット出張修理 お客様からご連絡いただいて数日以内に
サービスエンジニアを派遣し、その場で修理
いたします。

無償 有償
（出張料+技術料
+部品代）
修理完了後その都
度お支払いくださ
い。

＊ 消耗品（インクカートリッジ、トナー、用紙など）は、保守対象外です。

K
・エプソン純正品以外あるいはエプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着し、それが原因でトラブル
が発生した場合は、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。ただし、この場合の修理など
は有償で行います。

・本製品の故障や修理の内容によっては、製品本体に保存されているデータや設定情報が消失または破損することが
あります。また、お使いの環境によっては、ネットワーク接続などの設定をお客様に設定し直していただくことに
なります。これに関して弊社は保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。データや設定情報
は、必要に応じてバックアップするかメモを取るなどして保存することをお勧めします。

エプソンサービスパック
エプソンサービスパックは、ハードウェア保守パックです。
エプソンサービスパック対象製品と同時にご購入の上、登録していただきますと、対象製品購入時から所定の期間（3
年、4年、5年等）、出張修理いたします。また、修理のご依頼や故障かどうかわからない場合のご相談等の受付窓口と
して、専用のヘルプデスクをご用意いたします。

・スピーディーな対応：スポット出張修理依頼に比べて優先的にサービスエンジニアを派遣いたします。

・もしものときの安心：トラブルが発生した場合は何回でもサービスエンジニアを派遣して修理いたします。

・手続きが簡単：ウェブサイトで必要事項を登録、またはエプソンサービスパック登録書をファクスするだけで、契約手
続きなどの面倒な事務処理は一切不要です。

・維持費の予算化：エプソンサービスパック規約内・期間内であれば都度修理費用がかからず、維持費の予算化が可能で
す。
エプソンサービスパックは、エプソン製品ご購入販売店にてお買い求めください。
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お問い合わせ先
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https://www.epson.jp/
http://myepson.jp/
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製品に関する諸注意と適合
規格
本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、
本製品の修理・保守サービスおよび技術サポートなどの
対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承くだ
さい。また、日本国外ではその国の法律または規制によ
り、本製品を使用できないことがあります。このような
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありま
すが、弊社といたしましては一切責任を負いかねますの
でご了承ください。

本製品の不具合に起因する付随的損害
万一、本製品（添付のソフトウェア等も含む。以下同
じ。）の不具合によって所期の結果が得られなかったと
しても、そのことから生じた付随的な損害（本製品を使
用するために要した諸費用、および本製品を使用するこ
とにより得られたであろう利益の損失等）は、補償致し
かねます。

本製品の使用限定
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接
関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精
度などにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途
に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性お
よび安全維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の
措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮い
ただいた上で弊社製品をご使用いただくようお願いいた
します。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子
力制御機器、医療機器など、極めて高い信頼性・安全性
が必要とされる用途への使用を意図しておりませんの
で、これらの用途には本製品の適合性をお客様において
十分ご確認の上、ご判断ください。

プリンター本体の廃棄
事業所など業務でお使いのときは、産業廃棄物処理業者
に廃棄物処理を委託するなど、法令に従って廃棄してく
ださい。
一般家庭でお使いのときは、必ず法令や地域の条例、自
治体の指示に従って廃棄してください。

複製が禁止されている印刷物
紙幣、有価証券などをプリンターで印刷すると、その印
刷物の使用如何に係わらず、法律に違反し、罰せられま
す。
（関連法律）刑法第 148条、第 149条、第 162条
通貨及証券模造取締法第 1条、第 2条など
以下の行為は、法律により禁止されています。

・紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方証券
を複製すること（見本印があっても不可）

・日本国外で流通する紙幣、貨幣、証券類を複製すること

・政府の模造許可を得ずに未使用郵便切手、郵便はがきな
どを複製すること

・政府発行の印紙、法令などで規定されている証紙類を複
製すること

次のものは、複製するにあたり注意が必要です。

・民間発行の有価証券（株券、手形、小切手など）、定期
券、回数券など

・パスポート、免許証、車検証、身分証明書、通行券、食
券、切符など

著作権
写真・書籍・地図・図面・絵画・版画・音楽・映画・プ
ログラムなどの著作権物は、個人（家庭内その他これに
準ずる限られた範囲内）で使用するために複製する以外
は著作権者の承認が必要です。

電波障害自主規制
この装置は、クラスＡ機器です。この装置を住宅環境で
使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この
場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されるこ
とがあります。
                                                                       VCCI-A

電源高調波
この装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2に適合して
います。

無線に関するご注意
本製品は、2.4GHz帯の「2.400GHz～2.497GHz」まで使用
できますが、他の無線機器と同じ周波数を使っているこ
とがあります。他の無線機器との電波干渉を防止するた
め、以下の事項に注意して使用してください。
・DS-SS/OFDM変調方式採用

・与干渉距離 40m

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科
学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されて
いる移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）
及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びに
アマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されて
います。
1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内
無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が
運用されていないことを確認して下さい。
2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対し
て有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに
使用周波数を変更するか又は電波の発射を停止した上、
下記連絡先にご連絡頂き、混信回避のための処置等（例
えば、パーティションの設置など）についてご相談して
ください。
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3. その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線
局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の
事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたとき
は、エプソンソリューションコールセンターまでお問い
合わせください。

インターネット回線への接続に関するご注意
本製品のネットワークインターフェイスは、電気通信事
業者（移動通信会社、固定通信会社、インターネットサー
ビスプロバイダ等）の通信回線に直接接続することがで
きません。本製品をインターネットへ接続する際は、必
ずルーターなどを経由し接続してください。
セキュリティの観点から、本製品はインターネットに直
接接続せず、ルーターやファイアウォールなどで保護さ
れたネットワーク内に設置してください。
＊製品の仕様により、搭載されないネットワークイン
ターフェイスがある場合があります。
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